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第 3区の遺構と遺物

本区は金井遺跡の中心的鋳造遺構群が展開する東側の二段からなる緩斜面部分にあたる。台地上

の標高は30.0m、一段目の斜面を下がったテラス部分は標高28.2m、二段目の緩斜面を下った部分

では標高27.0mである。全体の比高差は 3m となる。

台地を切り込んで平坦面を造りだし作業場としたのが第 7• 8鋳造遺構群第 1号土壊や第 4号土

塙である。 また、第 5• 10鋳造遺構群は第 1斜面部を利用して梵鐘鋳造の作業をしている。第 6鋳

造遺構群は台地上の平坦面から第 1斜面にかけてやや大型の仏具用品の鋳造作業をしており 、第11

鋳造遣構群は第 1と第 2斜面の平坦なテラス部分を利用して仏具製品の鋳造作業をしていることが

明らかとなった。 この他、第 9• 12鋳造遺構群は廃滓場として役割を担っていたものと考えられる。

特に注目すべき点は鋳造のための溶解炉を 2基原位置で確認できたことである。第 1号溶解炉は

炉底部が、第 2号溶解炉は炉底から「ル」の胴部が一部残り全国的に見ても貴重な資料と思われる。

出土した鋳造遺物は大量である。緩斜面の堆積層は lmの小グリッドを設定し取り 上げ、遺構

の検出された部分は遺構名を付したが遺物の取り上げは小グリッドを基本とした。中でも、第 5鋳

造遺構群の第 1~10号鋳造土堀内からはまとまって梵鐘鋳型を検出したり、溶解炉片を検出した。

本区は台地上に第 7号溝が南北に走り、溝中央には本区鋳造遺構群の入り口的形態をもつ第 8号

溝が存在する。 また、東側は地形にそって斜面裾部を第30号溝が南北に走る。遺構の広がりは斜面

に直交する形であるが、東西は両溝によって区切られている。

＝ 今 L

` ----

ーロ｀一

-..  ̂‘ 

-' 

2 ー^豪 ：`  っ＝ ｀ V -9 電 ，

」

ヽ

| `  ⇒ タンヘこ、 —•⇔ . ..1 , 99 - rし

全：｀嚢ぷ：—←どこ三直
::.=. ~,-~‘こ←～己 ｀ ←'  -

、 真^ ＾ ｀ 

東側緩斜面（南側から）

-258-



゜13 14 5
 

|
‘
-

◎
 

＠ 

゜
＋ ＋

 
＋ 

゜
ss 1 

＋ 

ss 

゜

Q
 

R 

_,,,_---ー一 凹 澤釦畜ミ＝声 ―◎m °。$。。
◎ ° o 

° 頓

◎◎:c□ss:7 

◎ 

＋゚ ◎ 

＠
 

叉
0

9

0

Q
 

゜

蕊R
 

R

〇

◎

0

0

0

 

e
R
 

f
誌◎

ダ

0

0
 

。

口

◎

3

。

^

)

R
 

◎ 

＠ 

第221図

O゚°
゜

こ

＋
。

eCi 

。

＋ 

゜

R゚ ゚

。◎°

° o ° ⑨ 

゜

◎ 

＋ 

＋
 

十

＋ 

◎
 
◎
 

＋
 



(1) 鋳造跡

a 第5鋳造遺構群

調査区東側の第 1斜面に展開する鋳造遺構群である。西側には第 8鋳造遺構群、東側の第 2斜面

上には第10• 11 • 12鋳造遺構群、北側には第13鋳造遺構群、南側に第 6• 7鋳造遺構群が存在する。

これらの第 5~13鋳造遺構群は東側の二段からなる第 1• 2斜面に展開し梵鐘を始めとして小仏像、

磐、飾り金具、獣脚等の仏具用品を生産する一大鋳造遺構を形成していたと考えられる。本群はそ

の中でも中心的位置の P-13• 14区にあたる。

本群は第 1• 2 • 3号溶解炉、第 1~10号鋳造土塙、炉体 1~5号、第 1号鋳込み跡、第 1号廃

滓で構成されている。

第 1~3局溶解炉は確認面あるいは確認面から約10cm程の高い位置で検出した。また、第 3号溶

解炉に隣接した西寄りで第 1号鋳込み跡を検出。第 1~10号土塙は確認面では形態を把握すること

1 
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第222図第5鋳造遺構群全体図（1)
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黒褐色土 炭化材を多く含む。焼土粒子、鋳型片を混在。

暗褐色土 1に比べ、焼土 ・炭化粒子を含む。しまりやや弱い。

3 明褐色土 炭化粒子 を多く含み、焼土粒子を混在。しまり強い。

4 黄褐色土 ローム土 を主体。粘性強い。

5 黄褐色土 ローム・焼土粒子を含み、しまりやや弱い。

6 赤褐色土 炭化 ・焼土粒子を多く含み、しまりやや強い。

7 暗褐色土焼土 ・炭化粒子を含み、しまりやや強く、粘性もつ。

8 褐色土 ローム土を多く含み、しまり粘性もつ。

9 黒褐色土 ローム ・焼土粒子を含み、しまり強い。

10 明褐色土 焼土・炭化粒子を多く含み、しまりややもつ。

11 暗褐色土 焼土粒子、炭化物を少量含む。砂質。

12 黒褐色土 炭化・焼土粒子をやや含む。

13 黄褐色土 ローム粒子を主体。

14 黒褐色土 微塁の焼土粒子、小礫を含む。しまり強い。

15 明褐色土 焼土粒子、小砂利を多く含む。

16 褐色土焼土粒子 を含む。

17 赤褐色土焼土粒子を多く含む。

18 褐色土焼土 ・炭化粒子を含み、砂利を混在。（痰土堆積土）

19 黙褐色土 小礫を多く、焼土粒子を微塁含む。しまり強い。

20 黒褐色土 炭化物、焼土粒子を微旦含み、やや粘性がある。

21 暗赤褐色土 焼土粒子、炭化物を少紐含む。砂質。

22 黒褐色土 焼土粒子、炭化物を少塁含み、粘性がある。

23 黒褐色土 焼土粒子 を少屈含み、やや砂質。

24 黒褐色土 しまりよい。

25 明褐色土 ローム粒子 を多巌含み、粘性がある。

26 暗褐色土 炭化物、焼土粒子を少足含む。粘質。

27 暗褐色土炭化物、焼土粒子を多塁含む。粘質。

28 赤褐色土 焼土 を主体。鉄滓・炭化粒子 を混在。しまりもつ。

29 褐色土焼土・炭化粒子、鉄滓を含む。

30 暗褐色土 焼土粒子・プロック、炭化粒子多く含み、砂粒子混在。

31 暗 褐色 土焼土 ・炭化粒子を含み、 30に比ぺ暗い。

32 暗褐色土 焼土粒子 ・プロック、炭化粒子・プロックを混在。き

め粗雑。しまりややもつ。

33 赤褐色土焼土を主体。炭化物、焼土プロックを含む。

34 褐色 土 焼土 ・炭化粒子を多く含む。しまりやや暁い。

35 黄褐色土砂礫を混在。粗雑だがしまり強い。

36 黄褐色土 しまり強く、砂利多い。

37 赤褐色土砂質で、焼土を主体。

38 明褐色土 砂礫、焼土を含む。

39 褐色 土 きめ粗雑で焼土若干含む。（現代の溝）

40 褐色土ややきめ細かい。（現代の溝）

41 暗褐色土 若干の焼土粒子を含む。（現代の溝）

42 暗褐色土 砂礫を含み、焼土粒子 を若干混在。しまり強い。
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第224図 第 5鋳造遺構群全体図（3)
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ができなかったが、厚い堆積層を掘り進んで地山の砂利混じりのローム土に達して形態を把握する

ことができた。これらの土塙は連続して重なり合っていた。特に、南側の第 1・2・3・6・7・

8吾土塙の覆土中からは多くの梵鐘鋳型片を出土した。炉体 1~5号は溶解炉片の投棄されたまと

まりを意味し、主に北側の第 4• 5 • 9号土壊底面付近で検出された。

出土遺物は鉄塊、炉壁、銅滓、鉄滓、木炭、白色滓、石、鋳型、土器、羽口の鋳造遺物を検出し

た。特に、鋳型は梵鐘鋳型33395gを計量し、このことは、本遺構群が梵鐘鋳造に関わっていたこ

とが窺える。

遺構

第 1号溶解炉（第225図）

東側緩斜面の肩部確認面から第 1号溶解炉を検出した。溶解炉（こしき）は『倉吉の鋳物師』によれ

ば上こしき•こしき・下こしき・湯だめ(;レ）にわけられている。また、こしき炉の総称を溶解炉と

していることから本書でも溶解炉と呼ぶ。第 1溶解炉は、滓・炉壁等の鋳造遺物を含む堆積層の上

に粘土（第9層）を張り込み作業面を形成し、第 3• 8層の間層をもって第 1層の上に溶解炉を自立

させたものと考えられる。確認面で炉壁片が集中し外側にリング状の焼土を検出した。断面観察の

第 2層がこの部分にあたる。炉壁は原位置を留めているものと考えられ、いずれも炉底部の破片で

あり、ル（錨）にあたる部分と考えられる。炉の規模は焼土の径が58cm、炉壁の厚さが 5cmである。

注意される点は炉底部中央の炉壁が残存していないことである。また、固定式と考えられる。炉壁

は内面の湯滓が厚く 1.1cm程付着し、表面には0.5cm前後の気泡が見られ、やや鈍い黒色の滓に径1.1 

~0.5cmの鉄粒が多く付着している。湯滓に接する中間粘土は 2cm程の厚さで還元され青灰色であ

る。裏面は赤色の粘土が 1cmほどある。

第 2号溶解炉（第226図）

第 1号溶解炉の北側30cmの位置に検出した。第 2号溶解炉は第 1号溶解炉を構築した際に張り込

んだと考えられる粘土面の一部を壊して構築されている。炉底部のみの検出であるが基設されてい

た位置から動いていないと考えられる。断面観察によると 6~8 • 10~14層の堆積層を切り込んで

第15層を埋め戻し第 1• 3 • 9層で埋めて炉底部を支えていると考えられる。炉はまず第 1面とし

たものが確認段階の状態である。炉形はほぼ円形に回る厚さ 5~7cmの炉壁で、内面は溶解物の湯

滓が厚さ2.2cm付着している。炉内には炉壁の小片が数多く検出された。これらの炉壁片を取り除

いてみると、大きな礫石を 5個と小礫を同じ高さから検出した。いずれも、整然と敷き詰められ、

石と石の間は粘土を充填しており、炉内底部を形成しているものと考えられる。溶解物の付着は認

められず充填された粘土も石も被熱された様子はない。炉の規模は外径で77cmである。

遺物の特徴は鋳型片を殆ど含まず、炉壁 2の炉底部分が多い。炉の湯滓面には径0.3~0.5cm程の

円形をした気泡をもつ。また、銅滓 1を数点検出した。このほかの特徴として滓 4'が数点認めら

れた。

第 3号炉（第227図）

第 5群の中央やや南よりで検出された。近接して梵鐘鋳型をまとまって出土した第 1号鋳込み跡

が存在する。本炉は第 1• 2号溶解炉と異なり炉壁を伴わず、径20cm前後の礫が47cm程の範囲で据
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第 1号溶解炉

1 褐色土焼土・炭化粒子を含む。

2 暗褐色土 焼土 ・炭化粒子を多足含み、粘土粒子を少凪混入。

3 暗褐色土 焼土 ・炭化粒子、石、焼土塊を含む。

4 暗褐色土焼土 ・炭化粒子を含み、しまりもつ。

5 黒褐色土焼土 ・炭化粒子微泣含む。

6 暗褐色土焼土・炭化粒子を含み、砂粒、小石を混在。

7 黒褐色土 焼土 ・炭化粒子を含む。しまり弱く、ザラザラ。

8 褐色土焼土塊、鋳型片を混在。

9 淡灰色土 粘土をプロック状に含む。焼土・ 炭化粒子を混在。

10 暗褐色土 粘土プロックを混在。焼土 ・炭化粒子を含む。

11 暗褐色土 焼土 ・炭化粒子を含み、小石を若干混入。しまりや

やもつ。

12 暗褐色土 焼土 ・炭化粒子を多く含む。しまりもつ。（斜面堆

和土）

13 暗褐色土 砂質土 を主体。炭化 ・焼土粒子を混在。
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第225図 第 5群第 1号溶解炉跡
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第 2号溶解炉

1 黒褐色土 焼土・炭化粒子を含み、しまりやや弱い。

2 暗褐色土 焼土・炭化・砂粒子を含み、しまりややもつ。

3 暗褐色土 焼土・炭化粒子を含み、しまりやや弱い。

4 黄褐色土粘土 を主体。

5 暗褐色土 きめやや細かく、焼土・炭化粒子を含む。

6 暗褐色土 焼土・炭化 ・砂粒子を混在。しまり強い。

7 黒褐色土焼土・炭化 ・砂粒子を含む。 6より粗雑。

褐色土粘土プロック、焼土・炭化粒子を含み、しまり

もつ。

焼土を微益混在。しまり粘性もつ。

きめ細かく、焼土 ・炭化粒子を含み、しまりや

やもつ。

きめ細かく、粘土プロックを含み、しまりもつ。

きめ細かく、焼土 ・炭化粒子を含み、しまりや

やもつ。

焼土・炭化粒子を多く含み、しまりややもつ。

焼土・炭化・ローム粒子含み、しまりややもつ。

青灰色粘土を混在。焼土 ・炭化粒子を含む。し

まりもつ。

9 暗褐色土

10 黒褐色土

11 褐色 土

12 褐色 土

13 赤褐色土

14 暗褐色土

15 暗褐色土
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-265-



ー
C

)

 

A
-

第1号鋳込み
I/)。 £ 

105 
・ ・ ----・ ~ 

~ ・, 85 
＇ 

¥'s : g 

` ---——’ 

曇 上＇

第3号炉

Q 8 

哀゚
ぐ）

。も

唸十p‘l ;̀ 。

｀ 
こe} 

勺ふ

累忍 75

と0 ， 
゜゚

Q 
140 

゜呂

箋
（ 

0
も応

）

97 

Q 

°゚ ◎ 
ゃ

78 

A' 

゜

1

9
 

8
11 

、゚心118

A 98-" A' 

A‘ 

73.
 

第 3 号炉 • 第 1 号鋳込み

褐色土焼土 ・炭化粒子も含まない砂質土。

赤褐色土焼土塊、炭化粒子を含む。しまり弱い。

赤褐色土 焼土 ・炭化粒子を多く含む。しまりやや弱い。
褐色土炭化物多く、焼土 ・炭化粒子を混在。小砂利を混入。

5 褐 色土 4に比ぺ、明るい。炭化 ・焼土粒子、小石を混在。
6 黄褐色土粘土を主体として貼っている。

7 暗褐色土 炭化粒子を多且、粘土プロックを少量含む。焼土粒

子、小礫を混入。

8 暗褐色土 焼土 ・炭化粒子、礫を混在。しまりややもつ。
9 赤褐色土焼土プロック、炭化物の堆積陪。

10 褐色土焼土・炭化粒子を少凪含み、しまりもつ。

11 褐色土径 5mm前後の焼土粒子、 1cmほどの炭化粒子を含む。
12 茶褐色土径 l~2mmの焼土 ・炭化粒子を含む。

13 暗褐色土 焼土 ・炭化粒子、滓、壁などを含む。
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第227図 第 5 群第 3 号炉 • 第 1 号鋳込み跡
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えられた状態でまとめて検出し、炉台として考えられる。

第 1号鋳込み跡 （第227図）

第 3号炉の西側に第244図140の不明鋳型を検出した。この鋳型は掘り込みをもつ地焼炉のような

遺構内の第 1層の砂質土上面から検出された。覆土第 2• 3層は焼土・炭化粒子を多く含む赤褐色

土である。本遺構の上面からは梵鐘鋳型を多く検出し、第 1• 2 • 3号鋳造土塙上面から検出され

た梵鐘鋳型と 同一個体と考えられる。

第 1号鋳造土壊 （第223• 224図）

本遺構は南側にあたり 、第 2• 6号鋳造土塙よりも新しいと考えられる。形態は方形であり東側

は第 2鋳造土塙と重複関係にある。規模は南北1.80m、東西の長さは正確なところが不明である。

しかし第 2号鋳造土塙の上に堆積した覆土を伴い、また、同ーレベルから出土している梵鐘鋳型の

分布範囲から推定すると南北の長さとほぼ同一と考えられる。深さは30cm程で底面はわずかに東に

向けて傾斜し径28cmのピットが存在する。

第 2号鋳造土壊 （第223• 224因）

本遺構は南側にあたり、第 1と第 6号鋳造土堀の中間に位置する。 北東側には第 3号土塙と重複

関係にある。形態は長方形と推定される。規模は南北1.80m、東西の長さは正確なところが不明で

ある。底面は平坦で第 1鋳造土堀の底面の高さからさらに25cm深く掘り 下げられていた。

遺物は銅滓・銅粒を検出。また、緑青を吹く炉壁 4も検出した。白色滓や炉 3を多く検出し、滓

4'も他に比べ多く計量した。特に滓 4'は径 1cm程の白色の石をかみ径 3~4cmほどで20~30gの

重さである。

第 3号鋳造土壊 （第223• 224図）

本遺構は第 2• 6号鋳造土壊の北側壁を壊して造られ新しいと考えられる。形態は長方形であり

底面は平坦である。底面の中央やや南寄りにピットを検出した。壁には幅20cm前後、深さ10cmの周

溝を全周させる。東寄りには第 7鋳造土塙の浅い掘り込みが重複して見られる。新旧関係は不明で

ある。規模は南北1.85m、東西1.54m、深さは第 2鋳造土塙よりさらに10cm深い。 北側は炭化材集

中区で炭化材が覆っている。

第 4号鋳造土壊 （第223• 224図）

本遺構は鋳造土塙群のほぼ中央にあたり、第 3• 5 • 8号鋳造土塙よりも古いと考えられる。形

態は円形に近く、規模は径1.50m、深さは第 8鋳造土塙の底面よりもさらに35cm程低く 、底面の状態

は平坦であるが周辺部がやや高く皿状をしている。断面観察によると覆土は第14層の微量の焼土粒

子、小礫を含みしまりの強い黒褐色土が堆積している。上層には貼床と考えられるローム粒を主体と

した黄褐色土が厚さ 2cm程張り込まれていた。また、南側に検出された炉体 4号の残片を検出した。

第 5号鋳造土塙 （第223• 224因）

本遺構は北側にあたり、第 9号鋳造土塙よりも新しいと考えられる。形態は楕円形であり 北側に

第 9号、南側に第 4号鋳造土塙と重複関係にある。規模は南北1.41m、東西2.34m、深さは確認面

から90cmを測り土塙群内で最も深い。覆土上層には炉体 3号が検出されている。

遣物は大型滓を含み鉄塊も大きい。滓 lには黄白色のものを数点検出した。
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B' 炉体 4号

1 赤褐色土焼土を主体。

2 黒褐色土焼土粒子、炭化物を少紐含み、砂質。

3 黒褐色土焼土粒子、炭化物を少屎含み、ややハード。

4 黒褐色土焼砂を主体。焼土粒子、炭化物多凪。砂質。

5 黒褐色土 炭化物を多鼠含む。砂質。

6 黒褐色土 暗茶褐色ローム ・焼土粒子を少羹含む。

゜

第229図 第5群炉体 1~4号遺物分布図
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第 6号鋳造土壌（第223• 224図）

本遺構は南側にあたり、第 2• 3 • 8号鋳造土塙と重複関係にある。形態は長方形であり北側は

第 3鋳造土堀と重複し正確な規模は不明であるが、推定される規模は南北2.00m、東西1.63m、深

さ35cmである。底面は小砂利混じりのローム土であり平坦で徐々に北に向けて傾斜する。底面の高

低差は最大で10cmである。

第 7号鋳造土壊（第223• 224図）

本遺構は南東側にあたり、第 3• 8号鋳造土塙と重複関係にある。形態は長方形であり東西方向

に主軸をもつ。西側は第 3号鋳造土塙に壊されている。東側は第 8鋳造土壊と重なり新しいと考え

られる。規模は本群内で最も小さく東西1.40m、南北0.68m、深さは 5~10cm程である。

第 8号鋳造土墳（第223• 224図）

本遺構は南東側にあたり、北側か ら西側にかけて第 3~7号鋳造土塙と重複関係にある。形態は

|
‘
―
 

A
- ロ
A'●60 A' 

SE 12 

゜
1 m 

第230図第 5群炉体 5号遺物分布図
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やや大型の長方形であると推定される。規模は南北2.30m、東西の長さは正確なところが不明であ

るが残存長は1.63m、深さは13cmである。北よりの覆土上層中には炉体 4号を検出している。

第 9号鋳造土壊 （第223• 224図）

本遺構は北側にあたり、第 5号鋳造土堀と重複関係にあり、また、本遺構より古い第12号井戸跡

を確認した。形態は大型の楕円形と推定される。規模は南北4.06m、東西4.40m、深さ lm以上を

である。覆土の堆積土中からは多量の炉壁や羽口、鉄滓等を出土した。

遺物は湯滓面がさまざまな表状をもつ炉 1を検出した。中でも、湯滓面が黒色でタール状のもの

や灰褐色で細かな気泡をもつものなどが出土している。滓は、滓 1が大きなもので径 6cmX 100g、

径 5cmX 50g、小さいものは径 3cm X 15g程である。大型滓は径10cm前後X200g以上である。

第10号鋳造土壌 （第231図）

本遺構は北西側にあたる。形態は方形であり東側は第 9鋳造土塙と重複関係にある。規模は南北

2.30m、東西1.82mである。掘り込みの深さは25cm程であり、底面は小砂利を混在するローム土を

利用し平坦である。

＼ 
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り
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ロ
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〉
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゜
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第231図 第5群第10号鋳造土堀遺物分布図
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第21表 第 5鋳造遺構群遺物計量表（1)

石
11.7% 

白色滓

1.5% 

木炭

0.6% 

25. 0 

小番号
覆土
廃滓 1
1鋳込み
SSK-1 
SSK-2 
SSK-3 
SSK-5 
SSK-9 
S S K-10 
1号炉
2号炉
3号炉
炉体 1号
炉体 2号
炉体 3号
炉体4号
炉体 5号
P-13-h 
P-13-1 
P-13-o 
P-14-e 
P-14-i 
P-14-m 
Q-13-d 
Q-14-a 
合計

小番号
毅土
SSK-l 
s s k -2 
S SI(-5 
s s k -9 
S SK -10 
1鋳込み
廃滓 I
1号炉

2号炉
3号炉

1号炉外
炉体 1号
炉体 2号
炉体 3号
炉体 -I号
炉体 5号
P 13-h 
P・ 13・ l 
P-13-o 
P-14-e 
P-14-i 
P-14-rn 
Q-13-d 
Q-14-a 
合計

S SO 5鋳造遺物

鉄塊 炉壁
56 747 
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1393 11532 
169 1773 
275 4124 

2 

゜280 6335 
1234 65996 
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゜
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゜
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゜116 
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6 

゜32 
゜365 1189330 1 
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銅滓

0.4% 
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9925 
2948 
4365 
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2665 
33617 
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5040 
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獣脚
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S SO 5鋳型

石 鋳型 土器
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10 135 40 

487 21084 30 
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第22表 第5鋳造遺構群遺物計量表（2)

SS05鉤造遣物 SS05鋳造遺物

3号炉

2号炉

1号炉

S S K-10 

SSK-9 

SSK-5 

SSK-3 

SSK-2 

SSK-1 

1鋳込み

廃滓 1

覆土

Q-14-a 

Q-13-d 

P-14-m 

P-14-i 

P-14-e 

P-13-p 

P-13-1 

P-13-h 

炉体 5号

炉体 4号

炉体 3号

炉体 2号

炉体 1号

25000 

20000 
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0 10000 20000 30000 40000 50000 60000 70000 80000 
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Q-14-a 

Q-13-d 

P-14-m 

P-14-i 

P-14-e 

P-13-p 

P-13-1 

P-13-h 

炉体5号

炉体4号

炉体3号

炉体2号

炉体1号

0% 20% 40~ 60~ 80x 1 00% 

SS05鋳型

■炉体 9• 口 田体が｝ロ ・9体 3 " ■ 炉•4 号 □ 炉体S 号 □ 9-93-h 国""

.,,.,,.,.,.,... ■ ,,い ■ p.99, ..- 99 -d 目 •-9 9 - 9

不
明
鋳

型

仏
具

他
の
脚

獣
脚

梵
鐘

容
器鍋

遺物

鋳造遺物は全て分類し計量を行った。その結果、鉄塊13170g、炉壁290197g、銅滓2576g、鉄滓

166076g、木炭4072g、白色滓10143g、石77300g、鋳型75689g、土器2484g、羽口17686g、粘土塊342

gを計量した。遺物は各遺構覆土および上層を厚く覆っていた堆積層内から検出したグリッド出土

遺物の合計である。遺物は計量比から見ると遺構内とグリッド出土遺物がほぼ半々のものとどちら

か一方が極端に多いものとがあることが窺える。鉄塊・鉄滓・白色滓・木炭の溶解時にできる廃滓

遺物はグリッド出土の方が多い。このことは、堆積層が自然の堆積物で構成されたのではなく鋳造

遺物の組成から推定すると溶解炉の廃滓場として利用されていたものと考えられる。また、遺構内
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からは鋳型が多く本遺構が鋳込み土壕としての性格を持っていたことが推測できる。さらに、注意

されることは炉壁と羽口の溶解遺物がどちらも半々の同量であった。特に、炉底部を検出した第 1.

2号溶解炉や土堀内からまとまって検出した炉体 1~5号の検出が梵鐘鋳造時の溶解炉として関連

性があるものと考えられる。

鋳型種類は、容器286g、梵鐘33395g、獣脚791g、仏具303g、不明40914gを計量し、圧倒的に梵

鐘鋳型を多く検出した。また、グリッドから幅3.1cmの木炭を検出した。溶解炉内に使用する木炭

の大きさが推定される。

土器は、 1が常滑の広□壺である。第 9号鋳造土壊出土。 2が渥美の甕である。 P-14-m-l

出土であるが、第 1号井戸跡出土の渥美甕破片と同一個体の可能性を持つ。

炉壁は、 3~48でいずれも溶解炉の炉壁破片である。素材は粘土を基にして砂粒子、小石、滓片、

鋳型片、焼土塊、黒鉛化木炭等周辺の混在物を多く取り込んで混ぜている。 3は溶解物の湯滓層を

2面もつ。表面の溶解物は厚く付着し流動質で上下方向の湯滓の流れが認められる。部分的に径0.5

~1.0cmの小さな気泡痕をもつ。色調は紫紅色。裏面の粘土面は白色針状物質、鉄滓チップ、焼土

塊、砂粒子を含む。また、スサを混在させ還元された青灰色の粘土面に赤褐色の粘土を残している。

4~14 • 16 • 18 • 22は、表面に発泡した湯滓が付着し0.1~1.5cmの円あるいは楕円の気泡痕（ガス

の抜け穴がクレーター状に残る）をもつ溶解炉の炉壁片である。

9は、側面が破面に囲まれた不整台形の炉壁である。内面の下半部は、濃い緑色にガラス化した

溶解物が広がり、上半部にいくにつれ発泡した溶解層は薄くなる。下面から見ると、溶解面は 2枚

確認できる。内側の溶解面は曲率が弱く、長さ 8cmで2mm膨らむ程度である。外側の溶解面は長さ

8 cmで膨らみは 6mmと曲率が高い。上端で見る限り、内面の貼り壁よりも外側の溶解面の方が熱変

化が強く、厚さ 1cm程の発泡層を形成している。色調は、内側の溶解層は灰色。外側の溶解層は灰

褐色をへて灰白色。更に外側は褐色と変化している。 1枚目、 2枚目とも、褐色の鉄錆や粒状の酸

化物が点在する。内壁下端には、長さ1.6cm以上の黒鉛化木炭をかみ込んでおり、他に 3cm大の木

炭痕も残る。外側の溶解面は上端部で内側よりも溶解層が強く、かつ、雲母状の光沢のある結晶が

面的に生成している。胎土の混和物は、内壁側で、若干のスサと 5mm大の石粒が見られる。外側の

壁は、内側と外側でやや混和物が異なり、内側では 8mm大の細かいもみがらと、 5mm前後の短いス

サが少量含まれている。外側は、細かいガラス質の滓や黒鉛化木炭片、あるいは、 7mm大のもみが

らが点在し、長さ 1.4cm程の薄手のスサが多量に混和されている。裏面側部には径1.4cmで、放射割

れを生じる鉄酸化物が認められる。胎土自体は、両層とも灰白色の粒子を含む砂質なものである。

輪積み単位は、厚さ4.6cm程である。本資料は溶解炉の内、ガラス質の厚くなる炉体下半部の炉壁

と考えられる。この資料部分から下側には黒鉛化木炭が見られるという点で還元度が高い空間とい

うことを窺わせる。

16は、側面全面が破面の炉床破片である。表面の遺存状況はよくないが、本来の内面は濃い緑に

ガラス化し、 5mm前後のガスの抜け穴が一面にあばた状になっている。又、粒状にもり上がり磁着

反応をもつ赤褐色の酸化物粒子が表面と側面の破面に点在している。その最大のものは 2cm前後。

又、裏面に近い灰白色から灰色の炉壁の間に緑青を吹いた青銅の貫入が幅広く見られるのも特色で

-274-



□
 

―_ 
―_

-
―_ 

＿― 

[
 

ニー／

I/ 
I 

ロ

10cm 

第232図 第 5鋳造遺構群出土遺物（1)
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第233図 第 5鋳造遺構群出土遺物(2)
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ある。その一部は長軸端部の裏面に厚さ1.5mm程の塊状に露出している。また、裏面の片側全体に

も細かい網目状に銅が幅広く貫入している。破面方向から見ると、ガラス質の発泡層は、内側 3cm 

程の厚みで、粒状の赤錆の吹いた酸化物粒子がある。これは銑鉄の溶解炉を思わせるが、更に外側

の3~4cmの発泡したガラス質層より奥側は鉄錆は殆どなく、青銅の貫入層が目立つ。このことは、

最初に青銅を溶解し、後に内張りをして、銑鉄の溶解に用いた可能性を窺わせる。内側の炉壁は、

0.7cm大の木炭片や 3mm程の赤錆粒子、あるいは、もみがらを若干含んでいる。内張りされた炉壁

は、最大 1cm程の白色の非溶解鉱物を多めに混じえるという点で、初期の壁体とは胎土の違いがあ

る。長軸端部片側には、 1~1.5cm大の木炭痕をかみ込む。

21は、片側半分は破面に 3枚の溶解面が見られ厚さ 6cmと厚みをもつが残り半分は1.4cmと薄い。

内面は厚さ 1.2cm程の濃い緑色から灰褐色で発泡している。表面は緑灰色や白色滓と同様の湯滓面

が付着している。裏面は茶褐色粘土であるが、砥石として転用されたのか表面は平滑である。

22は、側面が直線状の破面に囲まれた厚い炉壁である。破面には 3枚の溶解面が見られる。いず

れも内面は、厚さ 7mm程が濃い緑色から灰褐色にガラス化し、発泡している。最終操業面の下半部

では濃い緑色の 5mm前後のガスの抜け穴が全面に広がり、その上に上半部から灰褐色のガラス質の

溶解物が垂れてきている。この部分の表面は、風化がはげしく、直下の小さい気孔層がスポンジ状

に露出している。破面や内面には茶褐色の酸化物が点状に散在する。炉壁胎土は灰白色の中小の石

や滓の小片を含み、 1cm強のスサも多量に見られる砂質土である。内外の 3枚ともほぼ同様の胎土

と熱変化をしている。内側から 3枚目の初期の炉壁は厚さ2.3cm程が灰白色に熱変化し、さらに、

外側1.5cm程が赤褐色に酸化している。本資料の原位置は炉体部下半から炉底部にかけての位置と

推定される。炉底部内面は、濃い緑色でガスの抜け穴が全面に見られる特徴的なガラス質滓層であ

る。その部分の滓層はほぼ 3mm程の厚みで表面のみが滓化している。

23は、内面に木炭痕の目立つ炉壁片である。側面は全面破面で、上下面には輪積時の水平方向の

剥離面が見られる。輪積単位は上下方向で内側がllcm、外側で8.5cmの2枚である。溶解面として

は、部分的に 2枚認められるため少なくとも 1回の補修が考えられる。内側の壁面は、長軸端部と

それ以外の面で質感が異なり、長軸端部はガラス化層が薄く、表面が微小なガスの抜け穴状に発泡

している。主体をなすそれ以外の面は、最大長さ 5cmX幅 3cm大の木炭痕が顕著に見られ、内側全

体が厚さ6.5cm程、棚状にせり出している。色調は、表面では付着酸化物のため茶褐色。ガラス質

の地は濃いうぐいす色。滓には大小様々な気孔が残り、一部は炉壁の半溶解物が含まれている。長

軸端部側から 5cm程の部分にヒダ状に垂れて突き出した部分が見られる。この部分が羽口装着部側

からの送風範囲のへりにあたる部分と見られる。従って、本資料の長軸端部側片方は羽口側であっ

たと予想される。また、溶解状態から見て大口径羽口による被熱であろう。炉壁胎土は 1~2枚目

とも同様なもので、ガラス質の滓片や黒鉛化木炭片、更には鋳型片らしいものも少鼠混和されてい

る。スサはごくわずかである。胎土はやや砂質で混和物が多い。本資料の原位置を想定して平面形

を見ると、少なくとも長さ15cm以上は直線気味で、 15cmで 7mm程たわんでいる程度である。羽口側

も短い現状で判断しても直角気味の平面形であり、本資料の本来の位置である、羽口先レベルの炉

体は上下方向にほぼ垂直で、平面方向には隅丸方形の炉体を復元できる。炉壁外面は炉壁内面に沿
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って面的に整形されている。最終操業面の裏面からの厚味は約2.6cmである。

27~29は炉壁面および断面に緑青が吹く遺物である。 27は還元した粘土塊であり溶解した湯滓面

をもたない。緑青の吹いた部分を半裁してみると粘土内面から青銅塊を検出した。分析結果による

と酸化銅 (CuO)61.33%、錫 (SnOz) 18.88%、二酸化ケイ素（Si Oz) 10.38%、酸化ア

ルミニウム (Al2応） 4.69%、鉛 (Pb0) 2.56%、酸化カルシウムも含まれている。錫が19%

と多く鉛も検出されていることから青銅であることが判断される。 28は不定形な塊状の鋳型片又は、

鋳型の転用品である。本資料は、還元した溶解物を内壁にもたず、灰褐色から赤褐色に酸化した砂

質の胎土である。その最大の特色は、内面に厚さ 2mmほどの砂質のマネ状の貼り付け面が区別され、

更にその内側0.2~1.2cm程には、緑青の吹いた青銅の嵌入物が存在することである。銅の表面は、

2~3 mmの粒状の集合体となっている。生地となる裏側の壁面は、若干のスサや、かなり多目の長

さ7mm大の長いもみがらを混和しており、一部には、黒錆の吹いた鉄酸化物粒子や黒褐色のガラス

質滓、あるいは、 1mm大の粒状の滓も混じえている。内面のマネ状の貼り土はその裏面ときれいに

剥離している部分もあり、鋳造後の、還元したマネの青灰色とは色調を異にする褐色である。本資

料は、鋳造時に仕上げマネの内側に生じたヒビ割れから銅が貫入したものである。内側の仕上げマ

ネの端部は、褐色に発泡しており、鋳造に失敗した鋳型を何らかの別用途に転用したものかと見ら

れる。

31~33は、粘土で造られた環状のドーナツ型をしたものと考えられる。溶解炉の壁かどうかは断

定できないが、鋳型とも考え難い。湯滓の付着はみられないが、内面は被熱を受けわずかに赤色に

変化している。胎土は砂粒子、鉄粒、径 1~2cm程の石や径 3cm程の鉄滓までも混入させる。

34~48は、炉壁 1'として分類した一群である。これまでの炉壁粘土とは異なりやや良質の粘土

素材を使用している。胎土中には黄白色の粘土塊を混ぜる点が特徴である。また、他の炉壁同様に

白色針状物質、滓チップや小石を含む。いずれも厚く胴部破片で7.5cm、48の頂部で3.3cmである。

内面は指によるナデの圧痕が付いている。還元された溶解物をもたないが黄褐色の付着物が全面を

覆っている。

羽口は、 49~56である。形態はいずれも破片であるが羽口先端部を残し、 50は直径3.0cmの小口

径、そのほかは、円形の大口径の溶解炉羽口と考えられる。素材は粘土で白色針状物質、砂粒子、

径 1mm程の細かい鉄滓粒、径 2mmの石を混在する。外面には流動質の湯滓が0.2~1.0cm程の厚さで

付着し、色調は鈍い黒色か紫紅色である。断面を観察すると青灰色の還元粘土層、そして、送風さ

れる内面は赤褐色の酸化粘土層である。羽口は溶解時の高渦および冷却等の要因で内面が歪みと粘

土のヒビ割れを起こしているのが特徴である。 52• 53は羽口粘土を胎土分析した。その結果、炉壁

粘土と近似していることが裏付けられた。 54• 55は金属的分析を行ない、 54は先端部を欠き、側面

も破面となる大口径の羽口破片である。外面は黒色のガラス質に溶解し、垂れつつある。又、表面

には 1~3mm大の緑青の吹いた青銅の粒が半分顔を出す形で点在していることも特色である。なお、

滓化した表面全体には冷却時のチリメン状のシワも生じている。羽口胎土中には滓粉や丸味を帯び

た小さな石粒が見られ、白色の 1mm以下の細かい砂粒がかなり多く混和されている。また、細い繊

維状のスサもある程度入っている。内面には穿孔部の穴の整形時に付けられたナデや長軸方向のス
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ジ状の絞り目が残る。基部側は、肉厚2.5cmの羽口側と羽口を炉体に支えた粘土部分が残り、外側

に向かって溶解部も開いている。色調は外側の溶解部がにぶい黒褐色。羽口胎土は一部を除いて赤

褐色。先端部は灰色に熱変化し、本来の羽口先は欠け落ちている。 55は大口径の羽口破片である。

推定内径は直径約12.0cm。表面は溶解し発泡している。長さ2.6cm程の木炭痕が一部に残る。羽口

胎土は滓粉や 4mm大の錆びた鉄粒、さらにさまざまな色調の石粒を含み、砂質である。内面は粗く

ナデ整形されており、やや波状である。 一ヵ所だけ幅1.5cmのナデ整形時のエ具痕らしきものが長

軸方向に向かって見られる。器肉には斜め方向に粘土の接合痕らしいものも見られる。色調は溶解

した表面が灰褐色、 一部は紫紅色の酸化気味の雰囲気を窺わせる。溶解部の厚さは最大 1cm。羽□

の胎土側は赤褐色の酸化焼成である。羽口は先端部に向かって急激に薄くなり、端部の滓はやや内

側にたれている。溶解面には点状に褐色の鉄酸化物が付着している。本羽口は炉壁から突き出す形

で、少なくとも 10cmは炉内に突き出していたと推定され、成形痕から見ておそらく、炉壁と一体で

成形されたものと考えられる。内面には大きなヒビ割れが生じている。

鋳型は、 57~136が梵鐘鋳型、 141~155は仏具鋳型、 140は不明である。

検出した梵鐘鋳型は龍頭・笠型・乳・縦帯・横帯・ジョウ・素文の池の間等の部分である。調査

時において鋳型のまとまりを遺構と照らしながら取上げたが必ずしも遺構単位で梵鐘鋳型の個体差

を区別することができなかった。このため、遺物は第 5鋳造遺構群として大きく捉えた方が理解で

きる。特に、第 1• 2 • 3号鋳造土塙と第 1号鋳込み跡で検出した梵鐘鋳型の多くは同一イ固体の可

能性をもつ。

梵鐘鋳型は基本的には本体部分を基型によって製作されている。このため、横方向の同心円で挽

かれ、鋳型面に基型の条線が残っている。龍頭や乳は別作りであり、それぞれの抜型を使用して製

作し、後から梵鐘本体の鋳型を切り抜いて埋め込むという方法が取られたと考えられる。基型と抜

型とでは、鋳型胎土が異なる。基型では、外側から荒真土、中真土、仕上げ真土の順で粘土が塗り

込まれる。荒真土は厚さ1.5~3.0cm程で暗茶褐色の土に砂粒子、小石、滓片、焼土塊、鋳型片等の

混入物が多く見られきめが荒い。中真土は0.5~1.3cmの厚みをもち鈍い黄褐色をしている。きめや

や細かく砂粒子、小石、滓片を混入する。仕上げ真土は0.3~0.1cmの厚味をもちきめ細かい。鋳込

んだ際に溶解物が直接流れ還元状態になるため、器肌面は青灰色になる。 57~71の龍頭と106~125

の乳は抜型で製作されている。

57~71は抜型で製作された龍頭である。この内57~63は上部の宝珠部分である。 57の鋳型は山形

に形造られ中心に径3.8cmの宝珠をもち局辺に左右対象の火炎を表現している。さらに、一段凹ま

せて龍のたてがみ部分が型どられている。山形の周縁部分は幅1.6cm程の合わせをもつ。素材は一

体で白色針状物質や砂粒子を含むきめの細かい良質の粘土が使われている。抜型で押された龍頭部

分は湯が流れたため青灰色に還元されている。合わせ部分は赤褐色である。側面および裏面は平た

く成形されている。 58も同様である。 57と58は対になって使用されていたものと考えられる。 59は

宝珠部分であるが57と比べ宝珠と合わせの部分の幅が狭く火炎の長さが短いのが特徴である。 64~

71は龍を型取った部分の鋳型である。

72~79は笠型である。笠型は天井部張りをもち上部は緩やかな膨らみを形造る。外縁の屈曲と高
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さは72や79の鋳型でおおよその形状は理解できる。笠形の推定直径56.8cmである。 72• 79は笠形の

端部と考えられる。

80~82 • 84は梵鐘のどの部位にあたるか不明である。 85~105は素文であり池の間を中心とした

部分の破片と考えられる。

106~125は抜型で造られた乳の鋳型である。 1本で 4個の乳を縦に配列している。 1本の大きさ

は106で見ると長さ 11.6cm、幅3.3cm~2.6cmである。また、 1個の乳は径2.7cm、深さ0.8cmで半球

状をしている。底面および側・端面は丁寧に成形され、舟底型をしている。内面の乳を形造る面は

青灰色に還元され、部分的に黒味の付着痕が見られる。乳の使用方法は、抜型で必要な本数（梵鐘

の乳の間 1区画で必要な数を縦 4X横 4個と想定すれば、 4区画で16本となる。）をあらかじめ製作

し、型焼きしておく。それを基型で製作した梵鐘鋳型の本体に切り込んで埋め込むものと考えられ

る。その際に埋め込んだまわりの補修用粘土が106• 108 • 116の資料には付着したまま見られる。

本資料と同種の乳の残片を第 8と第 9号鋳造遺構群にて検出した。

126~134は縦・横帯である。 135~139は梵鐘鋳型を載せる基底部のジョウ部分の鋳型と考えられ

る。素材は梵鐘鋳型同様粘土により造られ外・中・仕上げ真土を塗って基型で挽かれている。ジョ

ウはドーナツ型をしており、上面は平た＜水平であるが、わずかに中央部分に段をもち内側が低い。

梵鐘先端にあたる部分の鋳型である。還元された青灰色の面は幅6.3cm、内側と外側の両端にはわ

ずかながら赤褐色の酸化面をもつ。これは中子と外型の合わせ面と考えられる。推定直径は外周で

51.4cmである。

140は不明鋳型である。大きさは径17.5cm程、残存する厚さは4.0cmである。真土は非常に細かく

砂質であり、全体が仕上げ真土と同質の粘土と考えられる。形態は表面が17.7cmで3mmの曲率をも

ちわずかながら湾曲している。ほぼ中央で交差する「＋」字状の凹みをもち全体が青灰色の還元面で

ある。第 1号鋳込み跡出土。

141~145は抜型による獣脚鋳型である。 141は頭部・脚部先端を欠損した半身の破片である。残

存部位は歯・牙と横帯・足帯の一部である。 144は大型の獣脚鋳型と考えられ、頭部の目の一部で

ある。本資料と同種の獣脚鋳型は第 6鋳造遺構群から出土している。

147は型焼きされた種型と考えられる。胎土は砂粒、白色針状物質を含むきめの細かい粘土であ

る。形態はほぼ円形と推定され、表・裏面とも平坦であり、側面は逆台形状に裾をすぼめる。また、

表面には中央が円形に青灰色の還元面をもつが、色調が淡く直接湯を流したとは考え難い。さらに、

周縁部分には赤褐色の幅1.6cm程の合わせをもつ。おそらく、本資料は生型法による種型と思われ、

この円形の種型の上に生型砂を載せて型を作り型焼きせずにそのまま注湯する方法を採ったものと

推測する。考えられる製品としては種型の逆台形という形態から鏡の可能性が強い。

148 • 149 • 151は釘隠しの飾り金具鋳型である。本資料と同類の鋳型は第30号溝跡から出土して

いる。形態は六葉で猪目の透しをあしらい中央は放射状の刻みをもちその中心はつまみ状の突起を

もつ。釘隠しの鋳型である。

150 • 154はつまみ鋳型である。どのような製品のつまみであるかは不明。 154はダイヤモンド型

に切り込まれたつまみに花弁状の刻みをもつ円形となる。つまみの精巧な切り込みは口が狭いこと
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から蠍型によるものと考えられる。胎土は砂粒、白色針状物質を含むきめの細かい粘土である。色

調は還元面が見られず赤茶色である。未使用の鋳型と考えられる。

152 • 153は容器鋳型である。

滓は、 156~158• 180~183である。 156は、指頭大の側面二面に破面が見られる黒色無光沢のガ

ラス質滓である。表面は、木炭痕と黄灰色の還元土が見られる。上面に広く、チリメン状のシワが

目立つ。側面から下面にかけては、 4mm幅で二条、 10mm幅で一条の流動状になっている。中央は、

1.4cm幅の木炭痕状、側面には、 2mmX 1 mm以下の白色の角張った鉱物が黒色滓の中に数多く散在

している。気孔は、円から楕円で、微細なものが散在する。表面のごく一部に紫紅色の酸化色が存

在する。大きな気孔や木炭痕の凹みには、褐色の土が残る。破面片側の付着土の一部は褐色に錆化

している。 157は、鳩の卵大の凹凸のある薄い椀形の滓である。色調は、表面、破面とも無光沢の

黒褐色。表裏面とも 1cm前後の木炭痕？とチリメン状のすじが目立つ。小さな破面が表裏面や側面

に散在し、破面には黒色滓の中に 1mm以下の白色の角張った鉱物が溶け残っている。短軸片側端部

面には、黒錆が滲み、全体的には、磁着の極めて弱い本資料の中で唯一磁着が強く、 1mm以下の鉄

粒を内包している可能性がある。下面端部に 1ケ所赤褐色の炉壁質の酸化土が付着している。滓表

裏面の半分程は、紫紅色の酸化色が残る。 158は、 5cm大の楕円形を呈し、断面椀形で、表面全体

が灰白色の滓である。長軸端部の側面 1ケ所に小さな破面がある。それ以外は長軸端部から側面に

かけて、 3.5cm X 1. 0cm程の一部が黒鉛化した木炭痕があり、他は完形。表裏面には、 1cm以下の木

炭痕とも何かの圧痕とも見られる明らかな圧痕が全面に広がる。裏面の一部は、チリメン状になり、

一部は紅色の酸化物が覆っている。表裏面に 1~2mm大の褐色土に錆びた粒子が付着する。 1mm以

下の青黒い粒状の滓も点在する。破面には、楕円形の中小の気孔が散在する。又、気孔の一部は、

上面を中心に表面が蜂の巣状に露出している。白色鉱物は小さく、全面に多量に含まれ、全体には

灰褐色のまだら状に見える。側面から底面の椀形は、下部に面的な接触物（赤褐色の酸化炉壁が微

量付着）があったことを物語る。その位置は、酸化のきれいな炉壁と黒鉛化気味の木炭痕から見て

炉床側と見られる。 181は重 くキラキラしている。部分的に緑青が吹く。

道具は、 159~167である。159は手づくね成形された「トリベ」の受け部の約 1/3程の破片であ

る。胎土は有色の砂粒と鉄滓片を含み繊維痕も若干認められる砂質のものである。内側には、底面

から口縁部にかけて、 1/2程の面積で0.8mm以下の厚さに黒褐色で光沢のある湯滓の付着物が残

っている。全体の色調は、めまぐるしく変わり、細かい指頭痕の残る表面は赤褐色を呈し、器肉は

2 mm程の厚さの吸炭層をへて紫褐色となる。内面には黒褐色の酸化物（滓）が張りついている。滓の

剥離した一部の表面は灰色である。付着した滓の表面には粒状の鉄錆状のものが点在し、そのひと

つには磁着反応がある。下面の破面には長さ 7cm近いスジ状の圧痕がある。

160 • 163は半球状土製品である。素材は粘土で砂粒子を含む。形態は円錐形をしており、手づく

ね成形の素焼きされたものである。 160の底面は高熱を受け青灰色の還元状態である。上面の山形

部分はやはり被熱を受け酸化状態である。 163の上面は 3箇所に指押さえの跡をもちつまみ易くし

ている。 160同様に酸化状態である。底面は赤褐色で素焼きされたままである。用途については不

明である。しかし、出土状況をみると、 160は第 9号鋳造土壊から、 163は炉体 2号から出土し、い
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ずれも、炉壁を多く出土している。このことから鋳型に関連する道具よりも溶解炉に関連する道具

の可能性が強い。161• 162は円盤状製品である。 161はまわりが面取りされた平たい石製品である。

162もまわりが面取りされた平たい須恵器甕の破片であり、鋳造道具としての転用品であると考え

られる。 164は球状石製品である。上下にわずかながら平たい自然面を残す。用途不明。 165• 167 

は三叉状土製品である。

鉄塊は、 168~177• 179である。 168は鉄製品で

ある。 173• 175は鉄塊のなかでもメタルの残存度

が高く金属探知機で測定すると特Lの値が得られ

た。 174は広い平坦面を上にした場合（因化した場

合）に断面は「V」字状で、環状又は棒状の鋳造品。

長軸両端のどちらかの凹凸を破面と見て上下方向

と考えると、平面形は片寄った三角で、細身の獣

脚の中央部破片となるかもしれない。

銅塊は178である。全体に緑青が吹き銅メタル

の塊と考えられる。重さは45g、第 1号炉跡の基

盤に張り込まれた粘土層下から検出した。

□ 83 

0 10cm 
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第5群出土遺物観察表 （第232~249図）

番:I：種 I:8 ：£ Iで1底6：至I悶；土 1で］：：： I ：:  I :S出：：：置1• その他 1 :: 地

第5群出土鋳造遺物観察表 （第232~249図）

番号 遺物種類 長さ 幅 厚さ 重さ 他 の 測 値 備 考 分 類

3 炉壁 10.4 8.3 5.2 195 炉体 4号No.70 炉 1

4 炉壁 5.8 12.1 4.3 314 SSK9 炉 2

5 炉壁 6.7 8.7 5.7 270 炉体 5号No.23 炉 2

6 炉壁 8.9 10. 9 5.4 380 炉体 5号No.16 炉 2

7 炉壁 7.6 7.7 4.6 210 炉体 5号No.31 炉 2

8 炉壁 16.7 12.4 4.1 480 炉体 5号No.20 炉 3， 炉壁 14.7 16.5 7.1 1074 炉体 3号No.8 分析資料NoJ4 炉 2

10 炉壁 9.4 12.4 5.0 470 炉体 2号No.11 炉 2

11 炉壁 8.9 10.3 4.3 285 P-13-1-7 炉 3

12 炉壁 8.0 12.0 5.3 250 SSK5 炉 l

13 炉壁 6.6 10.6 5.8 390 P-14-e-7 炉 2

14 炉壁 9.3 12.4 5.6 520 炉体 2号No.7 炉 2

15 炉壁 10.5 7.9 3.9 200 炉体 4号No.35 炉 1

16 炉壁 15.6 10.5 7.0 848 第 2号炉No.119 分析資料No.13炉 4

17 炉壁 7.3 5.6 3.7 120 SSK9P-13-I-3 炉 1

18 炉壁 7.5 9.8 3.3 155 炉体 5号No.27 炉 2

19 炉壁 16.6 10 5 7.0 840 炉体 5号No.32 炉 1

20 炉壁 16.2 12.5 5.4 983 炉体 4号No.85 炉 1

21 炉壁 12.3 10 5 5.3 530 炉体 5号N叫7 炉 3
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番号 遺物種類 長さ 幅 厚さ 重さ 他 の 測 値 備 考 分 類

22 炉壁 12.4 18.6 8.5 1341 SSK9 分析資料No.16 炉 3

23 炉壁 15.6 22.5 10.4 1850 炉体 4号No.69 分析資料No.15 炉 1

24 炉壁 7.7 14.3 3.4 310 SSK9 炉 2

25 炉壁 13.4 14.0 7.4 785 炉体 4号No.77 炉 1

26 炉壁 13.0 13.6 5.8 540 炉体 4号 炉 1

27 炉壁 5.1 8.6 3.2 122 炉体 l号No.1 胎土分析No.28 炉 4

28 炉壁 8.4 9.0 5.8 300 炉体 4号No.1 分析資料No.12 炉 4

29 炉壁 7 1 8.7 2.9 176 炉体 4号No.l 炉 4

30 炉壁 10.5 16.6 5.8 1260 第 1号鋳込みNo.11 炉 1

31 炉壁 7 7 9.3 7.3 575 炉体 5号No.14 炉 1'

32 炉壁 10.3 11. 6 6.7 775 炉体 5号No.15 炉 1'

33 炉壁 10.1 14.0 9.1 1360 炉体 5号No.29 炉 1'

34 炉壁 8.7 12.5 5.1 540 SSK9 炉 l'

35 炉壁 8.9 12.3 5.9 610 SSK9 炉 1,

36 炉壁 15.2 13.3 6.3 1170 第 1号鋳込みNo.188 炉 1,

37 炉壁 9.2 9.3 5.1 340 炉体 4号No.31 炉 l'

38 炉壁 10.9 17.1 7.8 llOO 炉体 4号No.48 炉 1'

39 炉壁 11.3 11 1 6.1 710 炉体 4号No.3 炉 1'

40 炉壁 15.8 15 5 8.6 1543 SSK9 炉 l'

41 炉壁 16.1 12.1 6.5 1270 SSK9 炉 1'

42 炉壁 10.6 15 9 6.7 1010 SSK9 炉 1'

43 炉壁 9.1 10.1 5.6 500 SSK9 炉 l'

44 炉壁 8.8 8.8 6.8 320 炉体 4号No.82 炉 l'

45 炉壁 8.2 5.5 6.0 200 SSK9 炉 1,

46 炉壁 7.4 8.7 5.7 255 SSK9 炉 l'

47 炉壁 4.5 7.3 4.3 130 SSK9 炉 l'

48 炉壁 5.3 9.2 3.6 170 SSK9 炉 l'

49 羽口 10.2 13.5 4.8 313 直径 (23.0) SSK9 羽口

50 羽口 3.8 3.7 1.8 15 直径 (6.9) SSK9 羽口

51 羽口 7.1 7.9 2.9 83 直径 (7.8) P-13-h-8 羽口

52 羽口 10.8 8.2 4.0 210 直径 (14.2) SSK9 胎土分析NQ26 羽口

53 羽口 9.3 9.2 5.9 250 直径 (14.2) 第 2号炉No.61 胎土分析No25 羽口

54 羽口 7 2 7.8 3.6 232 直径 (108) S SK 1 No.13 分析資料No.27 羽口

55 羽口 10 1 11.0 3.9 250 直径(120) 炉体 5号No.13 分析資料No.26 羽口

56 羽口 3.9 5.0 2.1 40 直径 (9.4) P-13-h-9 羽口

57 梵鐘龍頭 9.0 11.5 2.3 240 宝珠径 3.8 SSKlNo.l 鋳型

58 梵鐘龍頭 8 5 8.9 1.6 166 宝珠径 41 S SK 2 No.15 鋳型

59 梵鐘龍頭 4.9 9.0 2.7 177 宝珠径 3.1 P -13-P No.9, 11 鋳型

60 梵鐘龍頭 5.3 7.7 1. 7 50 S SK 2 No.22 鋳型

61 梵鐘龍頭 6.7 6.9 1.6 65 S SK 2 No.11 鋳型

62 梵鐘龍頭 4.5 6.2 2.7 58 S SK 1 No.99 鋳型

63 梵鐘龍頭 5.5 5.8 3.4 56 S SK 2 No.33 鋳型

64 梵鐘龍頭 9.3 3 6 3.8 110 S SK 1 No.96 鋳型

65 梵鐘龍頭 6.2 3 7 3.1 60 S SK 1 Nol20 鋳型

66 梵鐘龍頭 8.1 3.8 3.8 100 S SK 1 No.86 鋳型

67 梵鐘龍頭 3.6 2.8 2.9 50 P-14-m-7 鋳型

68 梵鐘龍頭 7.7 3.6 2.0 50 S SK 1 N0.73 鋳型

69 梵鐘龍頭 6.5 4.5 3.2 65 SSKl 鋳型

70 梵鐘龍頭 5.3 4.6 3.3 68 第 1号廃滓 鋳型
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番号 遺物種類 長さ 幅 厚さ 重さ 他 の 測 値 備 考 分 類

71 梵鐘龍頭 6.3 4.2 2.7 60 P-13-P-9 鋳型

72 梵鐘笠形 4.4 7.2 1. 7 75 第 1号鋳込みNo.160,169 鋳型

73 梵鐘笠形 6 7 4.9 2.2 102 第 1号鋳込みNo.168 鋳型

74 梵鐘笠形 4 8 7.5 2.6 105 第 1号鋳込みNo.71 鋳型

75 梵鐘笠形 5 1 8.0 2.3 129 第 1号鋳込みNo.112 鋳型

76 梵鐘笠形 5 0 7.0 1.5 59 第 1号鋳込みNo.159 鋳型

77 梵鐘笠形 5.1 5.4 2.4 100 第 1号鋳込みNo.95 鋳型

78 梵鐘笠形 5.3 13 2 2 1 325 第1号鋳込みNo.157,200,202 鋳型

79 梵鐘笠形 3.9 3.4 2.5 48 第 1号鋳込みNo.125 鋳型

80 梵鐘笠形 4 9 4 1 2.1 30 第 1号鋳込みNo.22 鋳型

81 梵鐘中子 4.1 6.9 1. 9 45 第 1号鋳込みNo.185 鋳型

82 梵鐘笠形 3.7 5.2 2.1 23 第 1号鋳込みNo.183 鋳型

83 梵鐘ジョウ 4.9 7.0 3 0 86 P-13-1-9 鋳型

84 梵鐘笠形 3.9 3.7 1.5 19 第 3号炉 鋳型

85 梵鐘 3.3 7.7 1 0 25 第 1号鋳込みNo.40 鋳型

86 梵鐘 3.2 4.2 8 0 115 鋳型

87 梵鐘ジョウ 4.1 3.5 3.7 85 炉体 1号No.17 鋳型

88 梵鐘 4.5 7.1 2.5 120 第 1号鋳込みNo.171 鋳型

89 梵鐘 6.7 6.1 3.0 180 第 1号鋳込みNo.29 鋳型

90 梵鐘 4 7 7.3 2.6 130 P-14-m-1 鋳型

91 梵鐘 3.9 6.5 1.6 35 第 1号鋳込みNo.225 鋳型

92 梵鐘 11.3 9.3 5.2 760 第 1号鋳込みNo.20 鋳型

93 梵鐘 6 1 9.3 7.4 645 P-14- iNo.10 鋳型

94 梵鐘 4.1 10.4 5.8 865 第 1号鋳込み 鋳型

95 梵鐘 7 7 5.6 3.8 218 S SK 1 No.119 鋳型

96 梵鐘 9 4 8.0 2.1 240 第 1号鋳込みNo.67 鋳型

97 梵鐘 8.8 8.7 2.3 197 第 1号鋳込みNo.57, 67 鋳型

98 梵鐘 6.7 6.8 3.3 208 第 1号鋳込みNo.232 鋳型

99 梵鐘 6.3 6.7 4.2 333 第 1号鋳込みNo.25 鋳型

100 梵鐘 5.4 7.1 3.3 170 第 1号鋳込みNo.68 鋳型

101 梵鐘 5.8 7.3 2.0 88 P-14-m-1 鋳型

102 梵鐘 9.5 4 9 1.5 85 S S K 1 No.89, 92 鋳型

103 梵鐘 7.1 4.7 2.6 130 第 1号鋳込みNo.56 鋳型

104 梵鐘 6.3 6 6 2.3 158 第 1号鋳込みNo.43 鋳型

105 梵鐘 5.3 6 9 2 8 140 第 1号鋳込みNo.18 鋳型

106 梵鐘乳 11.4 3.2 2.3 103 乳径2.2 乳深0.8 SSKlNo.3 鋳型

107 梵鐘乳 11. 3 3 1 2.1 100 乳径2.6 乳深0.8 SSKlNo.9 鋳型

108 梵鐘乳 11. 6 3.3 1.8 33 乳径2.6 乳深0.7 SSKlNo.6 鋳型

109 梵鐘乳 11.5 3.0 2.3 100 乳径2.5 乳深0.9 SSKlNo.2 鋳型

110 梵鐘乳 11. 0 3.2 2 2 90 乳径2.1 乳深0.7 SSK1No5 鋳型

111 梵鐘乳 10.1 3 1 2.2 85 乳径2.5 乳深0.7 SSKlNo.7 鋳型

112 梵鐘乳 9.8 3 2 2 2 78 乳径2.3 乳深0.7 第 1号鋳込みNo.88 鋳型

113 梵鐘乳 11.1 3 1 2 3 90 乳径2.5 乳深0.8 S SK  1 No.123 鋳型

114 梵鐘乳 10.2 3.1 2 4 83 乳径2.7 乳深0.8 SSK1No4 鋳型

115 梵鐘乳 7.8 3 0 1 9 55 乳径2.6 乳深0.7 S SK 1 No.59 鋳型

116 梵鐘乳 6.5 3.2 2 1 45 乳径2.7 乳深0.8 S SK  1 No.52 鋳型

117 梵鐘乳 5.2 3 3 1 6 30 乳径2.4 乳深0.9 S SK  1 No.ll5 鋳型

118 梵鐘乳 4.3 3.1 2 1 20 第 1号鋳込みNo.89 鋳型

119 梵鐘乳 4.0 3.1 2 0 30 乳径2.0 乳深0.7 第 1号鋳込みNo.83 鋳型
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番号 遺物種類 長さ 幅 厚さ 重さ 他 の 測 値 備 考 分 類
120 梵鐘乳 3.1 2 6 1.0 8 乳径2.2 乳深0.7 S SK 1 No.18 鋳型
121 梵鐘乳 4.2 2 7 1.2 15 P-13-P-9 鋳型
122 梵鐘乳 3.4 2.3 1.2 13 S SK 1 No.127 鋳型
123 梵鐘乳 5.7 3 3 1.4 30 No.18 鋳型
124 梵鐘乳 5.0 2 0 0.9 10 S SK 2 No.14 鋳型
125 梵鐘乳 6.0 2.6 1.3 25 SSKlNo.17 鋳型
126 梵鐘横帯 2.8 3 0 0.6 7 S SK 1 No.43 鋳型
127 梵鐘縦帯 4.2 4.2 3.0 72 Q-13-d-2 鋳型
128 梵鐘縦帯 10.3 7.3 1.1 75 縦帯幅0.5 帯間2.9 S SK 1 No.16,20,21 鋳型
129 梵鐘縦帯 6.6 4.8 2.8 140 帯間3.8 S SK 1 No.116 鋳型
130 梵鐘縦帯 9.9 8.9 3.7 350 縦帯幅0.5 帯間29 S SK 1 No.117 鋳型
131 梵鐘横帯 7.2 13.7 9.6 1570 横帯幅1.5 SSKlNo.8 鋳型
132 梵鐘縦帯 9.5 7.2 4.5 283 縦帯幅1.5 帯間37 SSKlN0.10 鋳型
133 梵鐘横帯 2.3 3.9 2.4 351 横帯幅1.0 帯間1.7 第号鋳込みNoJ97 鋳型
134 梵鐘横帯 3.6 3.8 3.5 84 P-13-PNo.12 鋳型
135 梵鐘ジョウ 5.5 8.7 4.1 210 炉体 1号No.22 鋳型
136 梵鐘ジョウ 7.6 9.3 2.2 128 炉体 1号No.18 鋳型
137 梵鐘ジョウ 5.4 8.5 1.6 105 第 1号鋳込み 鋳型
138 梵鐘ジョウ 7.5 12.2 1.5 80 第 1号鋳込みSSKlO 鋳型
139 梵鐘ジョウ 7.1 13.7 2.8 80 第 1号鋳込み SSKlO 鋳型
140 不明 17.1 17.3 4.0 1075 第 1号鋳込みNo.187 鋳型
141 獣脚 5.8 2.8 3.1 40 SSK9 鋳型
142 獣脚 5.1 3.5 2.2 40 P-14-i -7 鋳型
143 獣脚 6.0 4.2 2.7 49 P-14-m-5 鋳型
144 獣脚 7.1 4.0 5.6 78 第 1号鋳込み 鋳型
145 獣脚 2.5 2.3 3.0 15 P-13-1-1 鋳型
146 獣脚 4.5 3.7 2.7 28 炉体 4号No.72 鋳型
147 鏡 6.6 6.8 2.0 88 P-13-hNo.6 鋳型
148 仏具飾り金具 4.5 3.6 2.4 45 P-14-m-4 鋳型
149 仏具飾り金具 3.6 3.0 2.0 25 P-14-e-8 鋳型
150 仏具つまみ 1.5 5 直径4.8 つまみ径16 Q-13-d -2 鋳型
151 仏具飾り金具 5.1 2.2 1. 9 28 SSK9 鋳型
152 容器 4.0 4.1 2.2 35 P-14-m-5 鋳型
153 容器 2.1 1.3 10.0 鋳型
154 仏具つまみ 1.3 2.2 1.3 4 P-14-i -7 鋳型
155 仏具不明 2.0 2.2 1.1 3 Q-13-d-2 鋳型
156 鉄滓 2.1 3 4 1.2 13.2 第 1号鋳込み分析資料No.45 滓 4'
157 鉄滓 2 0 3 4 4.6 15.1 第 1号鋳込み 分析資料No.46 滓 1
158 白色滓 3.8 5 9 2.1 34.5 第 1号鋳込み 分析資料No.47 白色滓
159 トリベ 148 口径11.4 器高(5.6) 炉体 2号No.2 分析資料No.38 土器
160 半球状土製品 6.3 6.1 45 138 SSK9 土器
161 円盤状石製品 4.3 2.0 43 直径 4.4 P-13-P-9 土器
162 円盤状土製品 4.0 4.5 1.3 30 P-13-h -9 土器
163 半球状土製品 5.4 160 直径(7.0) 炉体 5号No.l 土器
164 球状石製品 6.9 5.5 234 直径 5.9 S S K 9 P -13-I -3 石
165 三叉状土製品 3.0 35 P-14-m-4 土器
166 三叉状土製品 3.3 50 SSK9 土器
167 三叉状土製品 2.4 25 SSK9 土器
168 鉄製品 7.0 2.4 2.2 37 P-13-1-5 塊 l
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番号 遺物種類 長さ 幅 厚さ 重さ 他 の 測 値 備 考 分 類

169 鉄塊系遺物 4.7 6 2 1.3 47.2 P-13-I -3 塊 l

170 鉄塊系遺物 4.8 4 6 1.1 39.2 P-13-l -7 塊 l

171 鉄塊系遺物 5.2 7.5 1.0 11. 7 SSK9 塊 2

172 鉄塊系遺物 6.5 5 4 3.1 20.3 P-13-l -3 塊 1

173 鉄塊系遺物 3.2 3 3 1.5 34 P -14-I -4 塊 1

174 鉄塊系遺物 2.8 3.7 2.4 59.9 分析資料No.5 塊 1

175 鉄塊系遺物 4.1 5.9 3 4 113 P-14-m-5 塊 1

176 鉄塊系遺物 5 4 5.3 2.2 126.8 Q-13-d-3 塊 l

177 鉄塊系遺物 2.9 5.5 2.5 63 P-14- 1 - 7 塊 1

178 銅塊 2 5 4.3 1.5 45 粘土下層 銅 l

179 鉄塊系遺物 3.5 4 6 3.5 51.5 P-14-e-7 塊 l

180 鉄滓 4.1 2 6 2.4 17.4 P-13-1-8 他の滓

181 銅滓 3.1 2 6 2.5 30 9 P-13-1-5 銅 1

182 鉄塊系遺物 1.3 2.3 0.9 10 P-14-i-4 塊 1

183 鉄滓 6 5 6.9 4.9 148.5 SSK9分析資料No21 他の滓

184 炉壁 5.0 外径77.0 高さ32.2 第 2号溶解炉 炉4

第23表 第 5鋳造遺構群一覧表 （単位 m) 

新 番 芍［コ 旧 番 方Eコ 位 置 形 上態ヒ． 長軸 短軸 深さ 主軸方向

SS-05 SSKOl S S -05 S KOl P-13-P 方形 1.80 0.30 N-35" -W  

S S K02 S K02 P-13-P 長方形 1 80 0.25 N-6° -W 

S S K03 S K03 P-13-P 長方形 1.85 1.54 0.35 N-22° -W  

S S K04 S K04 P-13-l 円形 1.50 0.48 N-1° -W  

S S K05 S K05 P-13-1 楕円形 2.34 1 41 0.90 N-20° -W 

S S K06 S K06 P-14-m 長方形 2.00 1 63 0.35 N-l ° -E 

S S K07 S K07 P-14-m 長方形 1.40 0.68 0.10 N-59° -E 

S S KOS s k08 P-14-m 長方形 2.30 1 63 0 13 N-19'-W 

S S K09 S K09 P-14-i 楕円形 4.40 4.06 1 00 N-89° -E 

SSKlO SKlO P-13-1 方形 2.30 1.82 0.25 N-15° -W 

第 1号鋳込み 第 1号鋳込み P-13-P 

第 1号溶解炉 第 1号炉 P-13-P 円形 0.66 

第 2号溶解炉 第 2号炉 P-13-I 円形 0. 77 

第3号炉 第 3号炉 P-13-P 

第 1号廃滓 第 1号廃滓 P-13-P 

炉体 1号 炉体 1号 P-13-1 

炉体2号 炉体 2号 P-13-l 

炉体3号 炉体 3号 P-14-i 

炉体 4号 炉体 4号 P-14-i 

炉体 5号 炉体 5号 P-13-I 
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第 6鋳造遺構群

調査区東側の第 1斜面肩部のやや平坦な台地上に展開する鋳造遺構群である。東側には第 7鋳造

遺構群、北側には第 5• 8鋳造遺構群が存在する。本遺構群の南側には鋳造施設は確認できず、一

様、東斜面に展開する鋳造遺構跡が本群を南端として一度区切れるものと考えられる。

14 • 15鋳造遺構群の存在が確認されたことを考え合わせれば、やや距離を置いて更に南側に伸びる

斜面にも鋳造遺構群の存在が予想される。

しかし、第

本群は滓や炉壁を含む堆積層とその下から検出された小規模な鋳造土堀の集合体で構成されてい

る。検出された遺構は第 1~12鋳造土塙と第 1号鋳込み跡である。

出土した鋳造遺物は、鉄塊、炉壁、銅滓、鉄滓、木炭、白色滓、石、鋳型、土器、羽口、粘土塊

である。

本遺構群を特徴づける遺物として鋳型がある。鋳型は2875gを計量したが、 この内獣脚鋳型を多

く検出し、 このほか、容器鋳型、梵鐘鋳型も検出された。また、炉壁・羽口の溶解遺物は遺構出土

よりもグリッド出土が約 3倍、鉄塊・滓・木炭等の廃滓遺物はやはりグリッド出土が 6倍と多く、

本遺構群の周辺あるいは埋没後に廃滓場として利用されたことをうかがわせる。遺構内からは溶解

作業に関連する遺物が極端に少ないことも注目される。

第6鋳造遺構群（南から）
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第250図 第 6鋳造遺構群全体図(1)
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冒
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F 2960 

｀ 第 9号鋳造土堀

1 黒褐色土 小砂利をやや多く含

み、炭化 ・焼土粒子

を混在。

2 黒褐色土 ］に比べ、 きめ細か

く、若干の焼土 ・炭

化粒子 を含む。

3 黒褐色土粘性をもち、ロ ーム

粒子を含む。

4 黒褐色土 ローム ・焼土粒子を

混在。しまり 、粘性

をもつ。

三
G 四 60 G' 

昌
第10号鋳造土壊

1 黒褐色土 焼土・ 炭化・ 砂粒子

を含む。

2 赤褐色土 焼土粒子、プロック

を多く含む。

3 黄褐色土 ローム土を混在。し

まり強い。

4 黒褐色土砂粒子を混在。しま

り強し）。

゜
2m 

第251図 第6鋳造遺構群全体図(2)

遺構

第 1号炉跡 （第252図）

本群の南西にあたり 、形態はやや大型の不整形な掘り込み内に小型の楕円形をした土壊が 3基重

なり合って検出された。東側には第 1鋳造土壊、北側には第 8鋳造土塙と重複関係にある。規模は

東西2.80m、南北2.86m、深さ 14から24cmである。本土壊は鋳造土塙と考えられるが南寄りの位置

に溶解炉の跡と考えられる部分を検出した。正確なところは不明であるが第 1号炉跡とする。

第 1号炉は土塙掘り方を第 1～第 4層によって埋め戻された整地層の上面で検出された。第 4層

はしまりをもちこの層の先端部を焼土・炭化・ローム粒子を含む第 2• 3層で埋め戻される。この

上層は赤色の焼土を主体とした焼けた第 1層を確認した。この焼土層の上に径15cm程の石と炉材と

考えられる粘土塊(1~3)と弧を描き外側に開く炉壁片（4）を検出した。整地面が焼けていること、

大きな石を伴うことから溶解炉が設置された場所と思われる。
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第 1号炉跡

1 赤色 土 焼土を主体。

2 暗褐色土焼土・炭化粒子を含み、口＿ム ・

砂粒子を混在。

3 褐 色土 2よりきめ粗雑。

4 褐色土 炭化 ・焼土 ・ローム粒子を含む。

しま りもつ。

゜
1 m 

第252図 第6群第 1号炉跡

第 1号鋳造土墳 （第253図）

本土堀は、第 1号炉を伴う土壊の北東の位置にあたる。形態は円形であり、底面は中央やや東寄

りが深く皿状をしている。規模は径1.55m、深さ29cmである。覆土は第 1層が焼土・炭化粒子を含

みしまりをもつことから整地している可能性もあるがはっきりしない。鋳造土壊としたが土塙の機

能や性格については不明である。

第 2号鋳造土壊 （第253図）

本土壊は、第 6鋳造遺構群の中心にあたり他の鋳造土壊に囲まれている。形態は円形であり、底

面は中央部がやや深く播鉢状である。規模は径0.97m、深さ33cmである。覆土は第 8~10層があた

り鉄滓を含む褐色土で覆土と考えられる。一方、第 9• 10層はローム・砂粒子を含みしまりをもち

整地層と判断された。この整地層中から獣脚鋳型の合わせ(12)を検出した。鋳造土塙としたが土壇

の機能や性格については不明である。

第3号鋳造土壊 （第254図）

本土塙は、北寄りに位置し、西側には第 6• 7号鋳造土塙が存在する。形態は円形であり、底面

は中央やや凹み皿状をしている。規模は径1.07m、深さ 8cmである。覆土は焼土・炭化・ローム粒
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第 1号鋳造土塙

1 暗褐色土 焼土・炭化粒子を含み、しまりもつ。

2 褐 色土 1に比べ、ローム粒子混在。

3 暗褐色土 しまりやや弱く、ロ ーム ・焼土粒子を含む。

A'四 A' 
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第 2 号 • 第 8 号鋳造土塙

1 暗褐色土 焼土 • 砂 ・ 炭化粒子を含み、しまり弱い。
2 暗褐色土 1に比べ、しまり強く、きめ細かい。ロー

ム・焼土 ・炭化粒子を含む。

3 黄褐色土 ローム土を主体。（貼り床する。）

4 黄褐色土 ローム・砂粒子を主体。

5 黄褐色土 ロームプロックを混入。焼土粒子を含む。

6 暗褐色土 きめ細かく、しまりもつ。ローム ・炭化粒

子を含む。

7 暗褐色土 きめ細かく、しまり強く、焼土 ・炭化粒子

を少紐含む。

8 暗褐色土 焼土 ・炭化粒子を含み、しまりややもつ。

（鉄滓出土）

9 褐色 土 ローム ・砂粒子を含み、しまりもつ（ロー

ム貼り込み）

10 黄褐色土砂 ・ローム粒子を含む。

SSK 08 
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厖
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゜
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第253図 第 6群第 1• 2 • 8号鋳造土壊遺物分布図
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子を含みしまりの弱い暗黒褐色土である。また、覆土中から焼土や炉壁を検出した。鋳造土堀とし

たが土塙の機能や性格については不明である。

第4号鋳造土墳 （第254図）

本土壊は、第 1号鋳造土壊の東側に隣接して検出した。形態は菱形をし、底面は中央やや低く 皿

状をしている。規模は長径1.00m、深さ18cmである。覆土中からは拳大の礫を多く出土する。また、

獣脚鋳型（第257図7• 13 • 15)も検出した。鋳造土塙としたが土壊の機能や性格については不明で

ある。

第 5号鋳造土壌 （第254図）

本土堀は、第 4号鋳造土壊の東に位置し、第 9• 10号鋳造土塙が南側に連続して存在する。形態

は円形であり、底面は平坦で皿状をしている。規模は径1.10m、深さ15cmである。覆土中からは羽

ロ、獣脚鋳型の合わせ、 三叉状土製品を検出した。鋳造土壊としたが土壊の機能や性格については

不明である。

第 6号鋳造土壊 （第254図）

本土壊は、第 3号鋳造土堀の西側に位置する。北側には第 7号鋳造土壊と重複関係にあり本土壊

が古いことが断面観察により確認されている。形態はやや不整楕円形ながらも、底面は平坦である。

規模は長径1.55m、深さ22cmである。覆土は第 1• 2層が焼土・炭化粒子を含み砂粒子を混在させ、

第 5層は焼土．炭化粒子を多く含む。また、獣脚鋳型を検出した。鋳造土壊としたが土壇の機能や

性格については不明である。

第7号鋳造土墳 （第254図）

本土壊は、第 6号鋳造土塙を壊して北側に造られている。形態は円形であり、底面は平坦である。

規模は径0.55m、深さ25cmである。覆土はロームブロックを多く含む第 7層である。鋳造土壊とし

たが柱穴の可能性も考えられ土壊の機能や性格については不明である。

第8号鋳造土壊 （第253図）

本土塙は、第 2号鋳造土壊の西側に位置する。形態は不整楕円形をしており北側はピット状の掘

り込みと重複している。底面は中央が深く壁ぎわには浅いテラスをもっている。平面観察では確認

できなかったが、断面観察によると 3基の鋳造土塙が存在していた可能性が考えられる。最も古い

のは第 7層を覆土とする鋳造土塙(A）、次に第 4• 5層を覆土にもつ鋳造土壊(B）、そして最後に

造られた第 1~3層の堆積層をもつ鋳造土壊（C）の順である。土壊Bの第 4• 5層はロームを主体

とし貼床された作業面の可能性が高い、この層を切り込んで土壊Cの覆土が堆積し、しかも 3層は

ロームを主体とした黄褐色の貼床層である。ただし、第 7層を土塙Bの掘り方と捉えれば土墳Aの

存在はないこととなる。少なくとも、第 8号鋳造土塙は第 4層の作業面と第 3層の作業面の 2面が

存在し同じ場所に造り替えされたものと考えられる。それぞれの規模は不明であるが全体の規模は

長軸1.58m、短軸1.32m、深さはそれぞれAが48cm、Bが7cm、Cが22cmである。検出した遺物は

8 • 9の大型の獣脚鋳型である。

第 9号鋳造土壊 （第250• 251図）

本土塙は、北側に第 5局、南側に第10号鋳造土壊が存在し、挟まれた位置にある。形態は楕円形
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第 6号・第 7号鋳造土塙

l 暗褐色土 焼土 ・砂粒子を含む。

2 黄褐色土 炭化・ローム・砂粒子を含む。

3 暗褐色土焼土 ・ローム粒子を含む。

4 明褐色土 3よりやや明るい。しまり強い。

5 明 褐 色 土 焼 土 ・炭化粒子をやや多く含む。

6 黄褐色土 ローム粒子、プロック、砂粒子を含む。

7 暗褐色土 ロームプロック、焼土・ 炭化粒子を含む。
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第254図 第 6群第 3~7号鋳造土塙遺物分布図
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で中心がピット状に深く掘り込まれている。規模は長径1.22m、深さ46cmである。鋳造土壊とした

が土堀の機能や性格については不明である。

第10号鋳造土墳（第250• 251図）

本土塙は、第 9号鋳造土壊の南側に位置する。形態は円形であり、底面は中央やや東寄りが深く

皿状をしている。規模は径1.14m、深さ22cmである。覆土は第 1層が焼土・炭化砂粒子を含み、下

層の第 2層は 6cm程の赤褐色土が堆積し、焼土粒子および焼土ブロックを含みしまりをもつことか

ら整地している可能性もあるがはっきりしない。鋳造土壊としたが土を多く含む。鋳造土壇とした

が土塙の機能や性格については不明である。

第11号鋳造土壊（第255図）

本土塙は、第 6鋳造遺構群の中でも北側に位置する。形態は隅丸長方形であり、底面は北壁およ

び西壁、南壁側が深く掘り込まれ、 2基の柱穴を検出した。規模は長軸1.34m、深さ28cmである。

覆土は地山の砂礫層の砂礫を多く混在させ、ピット内は灰褐色土の砂質土を主体としている。第 1

層が焼土・炭化粒子を含みしまりをもつことから整地している可能性もあるがはっきりしない。鋳

造土壊としたが土塙の機能や性格については不明である。

第12号鋳造土壊（第255図）

本土壊は、第11号鋳造土塙の東側に位置する。形態は不整楕円形であり、底面は平坦であるが深

＜擢鉢状をしている。中央やや東寄りが深く皿状をしている。規模は径1.55m、深さ29cmである。

覆土は地山に見られる砂礫を多く混在させる。断面観察から判断すると柱穴の可能性もあるが機能

や性格については不明ながらも鋳造土塙としておく。

A
-

A 29.30 A’ 

第11号鋳造土壊

l 黒褐色土 砂利、ローム・砂粒子を含む。

2 暗褐色土砂利を多く含み、しまりややもつ。

3 褐色土砂利を含み、しまりややもつ。

4 黄褐色土 若干の焼土粒子、砂利を多く含む。

5 灰褐色土 砂質土を主体。砂利を混在。

A' 

- 1 今た—ー ＿ 

A
-

A' 

A 2930 A' 

第12号鋳造土塙

1 暗褐色土 炭化物を含み、砂利、ローム

土を混在。

2 黒褐色土若干の焼土・炭化粒子を混在。

砂利を多く含む。

3 暗褐色土砂利を主体。

4 黄褐色土砂利を多く含む。

゜
1 m 

第255図第6群第11• 12号鋳造土塙
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遺物

鋳造遺物は全て分類し計量を行った。その結果、鉄塊1951g、炉壁15966g、銅滓63g、鉄滓23692

g、木炭614g、白色滓528g、石2185g、鋳型2825g、土器1227g、羽□1913g、粘土塊239gである。

遺物は各遺構覆土および上層を覆っていた堆積層内から検出したグリッド出土遺物の合計である。

遺物は計量比から見ると鋳型・土器は遺構内の方がグリッド出土遺物より多いことが窺え、炉壁・

羽口の溶解遺物、鉄塊・鉄滓・白色滓・木炭の溶解時にできる廃滓遺物はグリッド出土の方が多い

ことがわかった。このことは、堆積層が自然の堆積物で構成されたのではなく鋳造遺物の組成から

溶解炉と廃滓とが見られ本遺構群内で溶解作業を行っていた可能性が推測できる。また遺構内から

は鋳型が出土しており第 3号鋳造土壊などは鋳込み土壊としての性格を持っていたことが推測でき

る。さらに、注意されることは鋳造土塙とした中に拳大の石を多く出土する土壊が見られ石の性格

や用途については不明である。

鋳型種類は、容器83g、梵鐘18g、 獣脚1818g、不明906gを計量し、全体量は少ないが比率的には

獣脚鋳型を多く検出した。また、グリッドから梵鐘鋳型を一片18g検出した。鋳型から判断して第

6鋳造遺構群は獣脚の付く仏具容器製品の生産を行っていたものと考えられる。

炉壁は 1~4である。 1~3は溶解面をもたないことが特徴と言える。素材は粘土で素焼きされ

ている。形態は上面に幅 6cm程の平坦面をもち厚さ10cmのドーナツ型の炉台の一部と考えられる。

4は溶解炉の頂部で「上こしき」と呼ばれる部分の破片と考えられる。素材は粘土であり、上端およ

び下端にはそれぞれ平坦面をもつ。上端の残存幅は3.0cmで赤褐色をしている。 下端の残存幅は4.5

cmで青灰色をしている。下端部分は「こしき」と接するものと考えられる。内面は溶解物の付着は見

られず、 粘土表面を指ナデした痕をそのまま残す。また、還元されたため色調は青灰色である。裏

面ば炉壁粘土の一部が剥離している。

羽口は 5• 6である。羽口は粘土で造られ、形態は円筒形をした大口径と考えられる。内面は赤

褐色でナデ整形され、外面は湯滓の付着が見られる。先端は幅1.2cm程の面を残しザラザラした青

灰色の還元状態になっている。湯滓の付着面とは状態が異なり羽口先端の特徴である。内寸の羽□
径は 5で12.0cm、 6で10.4cmである。

鋳型は 7から20まであり、 18は不明であるが、その他は大型の獣脚鋳型である。この内12• 13 • 

20は合わせ蓋と見られる。 10は外型右側面に幅2.0cm、厚さ 1.1cmの粘土紐がはり付いて残る。 12の

合わせにも同様の粘土紐が付いている。このことから、獣脚鋳型は獣面の模様の付く箱型の外型と

合わせ蓋は粘土紐によって固定されていたことが窺える。 11は、両端が欠けた未使用の獣脚鋳型で

ある。胎土は、 1mm以下の不透明な白色粒子を中心に白っぼい有色砂粒を 1/2程含む砂質土であ

る。スサは入らないが0.5mm程の径をもつ微細なスが認めらる。内側は獣脚端部を示す外型である。

文様は 7本の長軸方向へ向かう「V」字状のすじから、こぶ状の突出部をへて 4条のキザミとなる。

獣脚下端部と考えられる。裏面中央の背面部分は、最大深さ 1.6cm程が被熱の結果発泡し、稜の片

側は厚さ 5mm程が溶解し、やや流動気味である。また、その部分に限り 1.2cm程の木炭痕が 2箇所

認められる。色調は、内側の獣脚面から蓋の接合部にかけて赤褐色に酸化しており、それ以外は発

泡部分も含めて灰色に熱変化している。本資料のように外面が発泡し、内面の獣脚片面近くまで還
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第24表 第 6群鋳造遺構群遺物計菫表（1)
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第25表 第6鋳造遺構群遺物計量表(2)

R-13-d 

Q-13-p 

Q-13-o 

Q-13-1 

Q-13-k 

Q-13-j 
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SS06鋳造遺物

20~ 40各 60% 
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□SSK-6 国 SSK-8 圃 グリット’

容 梵 獣 他 仏
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脚

n粘土塊

圃羽口

圃土器

冒 鋳型

璽 石

□白色滓

□ 木炭

■ 鉄滓

口銅滓

□ 炉壁

■ 鉄塊

80~ JOO~ 

不

明
鋳

型

元気味に熱変化している例は本遺構群の鋳型片に共通してみられる。こうした熱変化の推移は一度

型焼きによって酸化焼成された鋳型が、鋳込みによるものではなく、 二次的に加熱されたためと考

えられる。これは内側の鋳型面の未使用状況と考え合わせると鋳型が他の用途に転用されたために

よるものと見られる。

道具は21の半球状土製品と22の三叉状土製品を検出した。
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□6 

冒

10cm 

第256図第 6鋳造遺構群出土遺物（1)

第 6群出土鋳造遺物観察表 （第256• 257図）

番号 遺物種類 長さ 幅 厚さ 重さ 他 の 測 値 備 考 分 類

1 炉壁 9.9 6.5 9.9 605 第 1号鋳込みNo.4 炉 1,

2 炉壁 8.5 9.3 7.3 460 第 1号鋳込みNo.7 炉 1,

3 炉壁 5.0 8.0 6.9 275 第 1号鋳込みNo.3 炉 1,

4 炉壁 18.7 18.0 4.4 1195 第 1号鋳込みNo.6 炉 2

5 羽口 4.7 7.5 3.4 75 直径 (12.0) SSK5 羽口

6 羽口 5.1 7.7 5.0 100 直径 (10.4) SSK5No.4 羽口
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第257図 第 6鋳造遺構群出土遺物(2)
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番号 遺物種類 長さ 幅 厚さ 重さ 他 の 測 値 備 考 分 類

7 獣脚 9 0 6.5 3 7 199 S SK 4 No.16 鋳型

8 獣脚 5.4 6.8 100 SSKSNo.l 鋳型

， 獣脚 5.9 3.9 5.5 90 SSKSNo.2 鋳型

10 獣脚 6 5 5.0 5.8 154 SSK6No.3 鋳型

11 獣脚 7 6 5.5 5 2 135 R-13-d -5 分析資料No.35 鋳型

12 獣脚合わせ 8.1 6.5 2.4 140 SSK2No.l R-13-d-5 鋳型

13 獣脚合わせ 6 9 5.5 2 5 100 S SK 4 No.19 鋳型

14 獣脚 4 4 3.6 3 9 50 SSK4No.4 鋳型

15 獣脚 4.9 2.9 2.5 47 SSK4No.17 鋳型

16 獣脚 5.5 3.3 1.6 25 SSK8 鋳型

17 獣脚 4 0 3.1 3 1 20 鋳型

18 不明 3 0 6.3 2 5 40 SSK5No.5 鋳型

19 獣脚 3 2 4.0 2.4 28 SSK6 鋳型

20 獣脚合わせ 4.0 3.0 2.5 35 SSKl 鋳型

21 半球状土製品 5.7 4.1 116 直径6.5 SSK5No.3 土器

22 三叉状土製品 3 3 35 SSK2覆土 土器

第26表 第6鋳造遺構群一覧表

新 番 方【コ 旧 番 弓［コ 位 置 形 ↓、目U→ヒヒ： ヽ 長 軸 短軸 深さ 主軸方向

S S -06 S S KOl SS-06 SKOl R-13-d 円形 1.55 0.29 N-1 ° -W 

S S K02 S K02 R-13-d 円形 0.97 0.33 N-10° -W 

S S K03 S K03 Q-13-P 円形 1.07 0.08 N-1"-E 

S S K04 S K04 R-13-d 菱形 1.00 0.18 N-10° -W  

S S K05 S K05 R-13-d 円形 1.10 0.15 N-1° -W 

S S K06 S K06 Q-13-P 楕円形 1.55 0.22 N-9° -W 

S S K07 S KO7 Q-13-I 円形 0.55 0.25 N-9° -W 

S S KO8 S KOS Q-13-o 楕円形 1.58 1.32 0.48 N-30" -W  

S S K09 S K09 R-13-d 楕円形 1.22 0.90 0.46 N-1° -W 

S S KlO SKlO R-13-d 円形 1.14 0.22 N -1 ° -E 

SSKll SKll Q-13-k 隅丸長方形 1.34 0.28 N-30"-E 

S S Kl2 S Kl2 Q-13-I 楕円形 1.55 0.29 N-27° -W 

第 1号炉 第 1号鋳込み R-13-c 楕円形 2.86 2.80 0.24 

C 第 7鋳造遺構群

本群は、東側の二段からなる緩斜面に展開する第 5~13鋳造遺構群の中でも南側に位置し、周辺

には西側に第 6鋳造遺構群、東側に第10• 12鋳造遺構群、北側に第 5• 8鋳造遺構群が存在する。

これらの第 5~13鋳造遺構群は東側の 2段からなる緩斜面に展開し梵鐘を始めとして小仏像、磐、

飾り金具、獣脚等の仏具用品を生産している。本群はその中でも南側寄りのQ-14区、緩斜面上部

にあたり、東側の斜をやや下った位置に第10鋳造遺構群の梵鐘鋳造土塙である第 1号鋳造土塙が存

在する。

検出遺構は第 1号鋳造土塙と第 1 • 2 • 3号炉、第 1号廃滓である。

出土遺物は鉄塊、炉壁、 銅滓、鉄滓、木炭、白色滓、石、鋳型、土器、 羽口の鋳造遺物を検出し

た。特に鋳型は梵鐘鋳型のみ12634gを計量した。

このことは、本遺構群が梵鐘鋳造に関わっていたことが窺える。

-315-



| /―  

O

[

 

ロ
引

ょー
1

4

ーn

~1 
O
疇
．免

く

4

5

 
，
 

暗褐色土焼土粒子（径 5~10mm)、

炭化粒子（径 5~23mm)、

小砂利多く含み、きめ粗雑。
暗褐色土 ややしまり、粘性もつ。

暗褐色土炭化粒子（径 5mm)、焼土

粒子（径 2~5mm) を含み、

しまり強くきめやや細かい。
暗褐色土 ややきめ細かくしまり強い。
黄褐色土 ローム粒子を含み、しまり

もつ。

黄褐色土 やや明るい。

明褐色土 1に近似するが、やや暗い。

焼土 ・炭化粒子を含む。

小砂利を主体。

砂礫を多く含む。

焼土粒子（径 2~5mm)、

砂利を含み、きめ粗雑。
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第258図 第 7鋳造遺構群全体図

遺構

第 1号鋳造土壌（第259図）

形態は南北方向にやや長い隅丸長方形をしている。規模は南北4.40m、東西3.80m、深さ56.9cm

である。土墳は鉄滓や銅滓、炉壁片を多く含む廃滓とも堆積層とも見られる土に覆われ平面形態の

検出は当初できなかった。 これらの廃滓遺物を lmメッシュの小グリッドで取上げ徐々に掘り下

げていくが、滓を含んだ土は非常に硬くしまっており、幾度となく鉄滓や炉壁片を掘り出すため移

植ごては折れ曲がり、手ばちを使っても思うように掘り進められない。終いには移植ごてを持つ手

にまめができ、手首がしびれる始末である。

確認面から傾斜面に合わせて全体に20cm程掘り下げたところで西側の土壊平面形が確認でき、か

なり北側に広がる大きな土塙であることが判断できた。 しかし、 この時点でも東側の形状ははっき

り掴めなかった。 そこで、最初に設定した断面観察用のベルトに沿ってトレンチを開け底面までの
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深さと東側の立ち上がりの確認作業を進めた結果、底面は廃滓層から70cm程でほぼ平坦面を検出。

東側は立ち上がりがなく断面「L」字状の掃き出し型であることを確認した。こうして土塙の形態・

規模を掴んだところで、再び、 10cm程掘り進むと鉄滓や炉壁片に混じって今度は梵鐘の鋳型片を多

く出土するようになった。

土塙は小砂利や礫を含む地山のローム土を「L」字状に切り込んで造られており、東側は地山のロ

ーム面と同じ高さに底面は掘り込んでいた。中央のわずかに一段掘り窪められた平坦面は焼土粒子、

炭化物片が残存している。

本遺構は梵鐘鋳造鋳込み土塙と考えるのか、あるいは、作業場にあたると考え、これに伴う鋳込

み跡は第10号鋳造土墳群内の第 1• 5号鋳造土壊があたると考えてよいのか不明である。

第 1号炉（第260図）

第 1号鋳造土塙を覆っていた廃滓堆積層と同じ面で確認した。12~15cm程の石を数個まとま って

検出。中央部に炉壁を伴っていた。形態は浅い円形をし、径0.93m、掘り方深さ 6cmである。断面

観察によると覆土は焼土・炭化粒子を含む掘り方埋土の第 3層を某盤にして第 1• 2層の粘性土が

上面を覆っている。その上に崩壊した炉壁片の残片を検出した。出土遺物は鉄塊 8g、炉壁1085g、

鉄滓95gである。石については計量できなかった。
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'
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くウ 第1号炉

A
-

⑤上＇

A
-

A 3ユ A’ 

A 四の A‘ 

第 1号炉

1 暗褐色土 焼土・炭化粒子を含み、しまりや
やもつ。

2 暗褐色土 1に比べて、明る＜粘性をもつ。
3 黒褐色土焼土 ・炭化粒子含む。しまり強い。

第 3号炉

l
‘
一

町

A
-

第 2号炉

1 暗褐色土 焼土 ・炭化粒子を多く含む。
2 暗褐色土焼土 ・炭化粒子含み、しまりもつ。
3 黒褐色土焼土・炭化粒子含み、しまり強い。

町

A' 

m | 
息

8

A 四X A' 

第 3号炉

1 砂質土砂を主体。しまり、粘性なく、き
め細かい。

2 暗褐色土 炭化材を多く含み、炉内部の毅土
と考えられる。

3 黒褐色土 砂利、焼土 ・炭化粒子を含み、し
まり強い。

゜
1 m 

第260図 第 7群第 1~3号炉跡
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第 2号炉（第260図）

第 1号炉と第 3号炉の中間に位置する。第 1号炉と同様第 1号鋳造土壕を覆っていた廃滓堆積層

と同じ面で確認した。 8~12cm程の石を数個検出。中央部に炉壁を伴っていた。形態は浅い円形を

し、径0.67m、掘り方深さ25cm程である。断面観察によると覆土は焼土・炭化粒子を含む掘り方埋

土のしまりをもつ第 3層を基盤に焼土・炭化粒子を含む暗褐色土が堆積している。その上に崩壊し

た炉壁片の残片を検出した。出土遺物は鉄塊15g、炉壁60g、鉄滓138g、木炭10g等である。

第3号炉（第260因）

第 1号鋳造土塙の南側上部にあたる。第 1• 2号炉と同様に廃滓堆積層と同じ面で確認した。砂

質土を主体として、その中心には鉄滓が広がって検出された。形態は楕円形である。長軸1.27m、

短軸0.90m、掘り方深さ7.5cmである。断面観察によると、砂利、焼土・炭化粒子を混在するしま

りをもった堆積土の地山を掘り込んで、炭化材を多く含む暗褐色土と砂質土が認められた。出土遺

物は鉄滓155gを計量した。

遺物

鋳造遺物は全て分類し計量を行った。その結果、鉄塊5330g、炉壁33618g、銅滓1351g、鉄滓38137

g、木炭1222g、白色滓2702g、石6866g、鋳型12711g、土器246g、羽口3267g、粘土塊3465gを計量

した。遺物の大半は第 1鋳造土塙から出土したものである。特徴としては鋳型の殆どが梵鐘鋳型で

占められ、わずか77gだけ獣脚鋳型であった。また、銅滓と考えられるやや緑色気味の滓やブルー

色の滓、そして、緑青の吹く滓を検出した。この銅滓と共に白色滓の検出が特徴である。

炉壁は、いずれも溶解炉の破片である。素材は粘土を基にして砂粒子、小石、滓片、鋳型片、焼

土塊、黒鉛化木炭等周辺の混在物を多く取り込んで混ぜている。 1は大きい破片である。表面は溶

解物が厚く付着し、径0.1~1.7cmの大小さまざまな気泡痕を全面にもつ。上下方向の湯滓の流れが

認められる。色調は灰褐色で白色滓と同質の滓が全体に付着している。裏面は横方向の弱いナデに

よって整形された茶褐色の粘上面である。 3は、表面が灰白色に発泡し、全面に 4mm以下の円、あ

るいは楕円の気泡痕（ガスの抜け穴がクレーター状に残る）をもつ溶解炉の炉壁片である。側面は直

線状の 6つの破面に囲まれており、その破面には 2枚の湯滓（発泡）層が見られる。裏面は灰褐色、

次に暗紅色の砂質の酸化面が残る。ごく少量ながら、板状でスジ目の弱い、 1.5cm以下の短いスサ

が混入されている。又、ガラス質の滓小片も若干点在する。側面の破面の内、下面のみが内側から

半分程溶解しており、壁の輪積部の収縮に沿ったヒビ割れ部分が溶解したものと推察される。なお、

下端部の内面は、発泡したガスの抜け穴が大きく、上端部ではごく小さい。このことから本資料は、

炉床中心よりやや上がった、胴部下端から底部に移行する部分の炉壁片であろうと見られる。内面

の発泡部表面や側面の破面には、 2~5mm大の褐色の鉄錆が付着しているのも特色である。裏面に

は、こうした現象は全くなく、この状態は土中で二次的に固着したものは少ないと見られる。なお、

少なくとも発泡した溶解面が 2枚は認められるため、内張りの補修を行い、溶解炉として再度使用

されているものと判断される。内張りされた壁の溶け残りの厚さは、薄いところで 1cm、厚いとこ
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第27表 第 7鋳造遺構群遺物計量表（1)

s s a 7鋳造遺物
粘土塊

3.1% 

S SO 7鋳型

炉壁
30. 5% 

白色滓

2.5% 

34.6% 

ロ

／

疇

99

0/
 

小番号 鉄塊 炉壁 銅滓 鉄滓 木炭 白色滓 石 鋳型 土器 羽口 粘土塊
s s k -l 5287 32473 1351 37727 1212 2702 6856 12711 246 3267 3425 
1号炉 8 1085 

゜
95 

゜ ゜
5 

゜ ゜ ゜
40 

2号炉 15 60 

゜
!38 10 

゜
5 

゜ ゜ ゜ ゜
3号炉

゜ ゜ ゜
155 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
廃滓 l 20 

゜ ゜
22 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
合計 5330 33618 1351 38137 1222 2702 6866 12711 246 3267 3465 

小番号 鍋 容器 梵銃 獣脚 他の脚 仏具 不明鋳型 日用品小計 仏具小計 鋳型合計
S SK-I 8667 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
8667 8667 

SSK-lク9 ,I叶 3967 77 

゜ ゜ ゜ ゜
4044 4044 

合計 12634 77 

゜ ゜ ゜ ゜
12711 12711 

S SO 7鋳造遺物

國粘土塊

廃滓 1I I鵬羽口

3号炉l 圃土器． 鋳型

2号炉
冒石

1号炉一

口 白色滓

□ 木炭
s s k -l I 冒冒111111111111111111111111111■1 ■ 鉄滓

20000 40000 60000 80000 100000 120000 ［］ 銅滓

SS07鋳造遺物 し
廃滓 l

3号炉

2号炉

1号炉

S SK-I 

l 一0悶 10跨 20芥 30% 40~ 50悶 60紺 70~ 80~ 90% 100悶
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第28表第7鋳造遺構群遺物計算表（2)

S SO 7鋳型

14000 

12000 

10000 

8000 

6000 

4000 

2000 

゜ ’’ 不

容 梵 獣 他 仏 明

鍋 器 鐘 脚 の 具 鋳

脚 型

ろで約 2cmである。一応、発泡部分の厚い方を下と考えておくが、破面の灰白色に発泡した部分の

一部は、 3枚の可能性もある。溶解した壁面のうち、表層 2mm程が特に灰白色化しており、その内

側の滓化した部分は灰褐色である。 4• 6の炉壁も同様である。 5は表面黒色で光沢をもつ。還元

された部分がやや薄く「L」字状の形状をしている。 2方向に見られる粘土は胎土が異なる一方は炉

壁胎土の外側に見られるやや荒めの滓、焼土、鋳型片、砂粒等を含む粘土で、もう一方はきめ細か

＜滓、砂粒を混在させている。これらのことから、溶解炉炉壁でも送風の当る位置で羽口装着のた

め炉壁に窓を開けた部分の可能性が考えられる。

羽口は、 7~10である。形態はいずれも小破片であるが羽口先端部を残し、円形の大型羽口と考

えられる。素材は粘土で砂粒子・径0.03mm程の細かい鉄滓粒．径 2mmの石を混在する。外面には流

動質の湯滓が0.2~1.0cm程の厚さで付着している。色調は鈍い黒色か紫紅色である。内面は黄褐色

の粘土が残るが溶解時の高温および冷却等の要因で歪みと粘土のヒビ割れを起こしているのが特徴

である。

土器は、 12• 13の常滑焼きを検出。 12は片口鉢底部である。底部平たく、体部は下から上方向に

木口状工具によるケズリを施す。内面は平滑であり、見込部分を指頭で調整した際の凹みをもつ。

13は甕底部である。底部平たく、体部は下から上方向にケズリを施す。内面には自然釉が付き平滑。

道具は、 14の円盤状土製品を検出。断面形態は上下が左右に突出して中央部に凹みをもつ。手づ

くね成形である。上面は被熱され還元化している。胎土は砂粒子と短い白色針状物質を含んでいる。

鋳型は、 15~44が梵鐘鋳型である。検出した部位は笠型・撞座・横帯・駒の爪・素文の池の間等

の部分である。梵鐘鋳型は基本的には本体部分を基型によって製作されている。このため、横方向

の同心円で挽かれ、鋳型面に基型の条線が残っている。龍頭や撞座、乳は別作りであり、それぞれ
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第261図 第 7鋳造遺構群出土遺物（1)
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第262図 第 7鋳造遺構群出土遺物(2)
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の抜型を使用して製作し、後から梵鐘本体の鋳型を切り抜いて埋め込むという方法が取られたと考

えられる。基型と抜型とでは、鋳型胎土が異なる。基型では、外側から荒真土、中真土、仕上げ真

土の順で粘土が塗り込まれる。荒真土は厚さ1.7~2.0cm程で暗茶褐色の土に砂粒子、小石、滓片、

焼土塊、鋳型片等の混入物が多く見られきめが荒い。中真土は0.5~1.0cmの厚みをもち鈍い黄褐色

をしている。きめやや細かく砂粒子、小石、滓片を混入する。仕上げ真土は0.1~0.3cmの厚味をも

ちきめ細かい。鋳込んだ際に溶解物が直接流れ還元状態になるため、器肌面は青灰色になる。 44の

撞座鋳型は抜型で製作されている。

15~20は駒の爪部分の破片であると考えられる。特徴としてこの部分に柔らかい膨らみをもつ横

帯が巡っている点である。 21~23は笠型である。特徴として笠型の上部は扁平で急激に屈曲して笠

型下部に至る形態と考えられる。 27は横帯が巡る。 25~43は素文であることから池の間等の部分と

考えられる。 44は抜型による撞座である。撞き木を受けるために設けられた蓮華文様の部分で文様

意匠は複弁八葉蓮華文と推定される。蓮弁部分は欠損しやや膨らみをもつ子葉が中房部分に接する。

中房の推定径6.0cm、この内、葉幅は1.1cmである。葉は細かい条線が放射状に伸び、外縁に堺線を

挽き薬先端に蓮珠を表現している。

45は獣脚鋳型である。形態は小型で断面形は「凹J型をしている。製作法は抜型によると考えられ、

あらかじめ、獅噛みの形を木彫りしたものを粘土に型押しをする。裏面は製作台の上に載せられて

いるためか平坦である。側面もやや内傾気味に成形されわずかながら曲線的に立ち上がっている。

このことは、抜型を押すときや抜くときに側面に力がかかること、そして、合わせ蓋を固定させる

ときの粘土で押さえられることなどが要因として考えられる。本遺物は歯と右端部に牙が見られ中

央に膝頭を表現したと考えられる 2本の沈線が施されている。胎土は緻密で砂粒子を含む。色調は

茶褐色で、還元面は青灰色である。

第 7群出土遺物観察表 （第261~264図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置・その他 産 地

12 鉢 3.7 9.5 D I A 褐色 20% Q-14 常滑

13 甕 28.4 2.5 8.0 DI A 灰色 15% SSKl 常滑

第 7群出土鋳造遺物観察表 （第261~264図）

番号 遺物種類 長さ 幅 厚さ 重 さ 他 の 測 値 備 考 分 類

1 炉壁 18.2 15.8 5.9 1710 SSKl 炉 3

2 炉壁 2.2 4 6 2.2 20 直径 (14.4) Q-14-n-7 炉 1

3 炉壁 10.2 13 7 4.2 410 SSKl 分析資料No.9 炉 1

4 炉壁 5.0 8.0 5.1 150 Q-14-i -8 炉 3

5 炉壁 7.0 5 2 3 8 100 S SK 1 No.123 炉 1

6 炉壁 6.2 12 8 5.9 340 SSKl 炉 1

7 羽口 6.9 8.8 4.1 120 直径 (14.6) Q-14-i -6 羽口

8 羽口 5.8 4 8 1.5 20 内径3.1 Q-14-i-4 羽口， 羽口 5.5 5 2 1.6 55 内径6.5 Q-14-i-8 羽口

10 羽口 6.9 7 0 3.0 90 直径(14.8) Q-14-m-2 羽口

11 羽口 7.7 8.0 1.5 100 内径11.4 S SK 1 No.111 羽口

14 円盤状土製品 4.0 4.1 2.4 30 No.l Q-14-i -9 土器

15 梵鐘 3.3 4.2 1.2 19 Q-14-i-8 鋳型
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鉄塊は、 46~55である。 46は、三角形の平面形を持ち、放射割れの目立つ薄い鉄片である。ごく

ゆる＜内側に湾曲し、上下方向はほぽ直線状である。赤錆は全体に見られ、部分的に黒錆や白色の

錆、さらに茶色の水状の酸化液が滲んでいる。片面の 7割程が錆ぶくれによって剥離しており、色

調は、全体に茶褐色で部分的に黒褐色である。鍛造品か、鋳造品かは不明である。 49は、直線状の

4ケ所の破面に囲まれた、ゆる＜内側に反る鉄片である。中核部の鉄片は、厚さ 4mm程で、端部に

放射割れがやや見られるものの、全体にはしっかりしている。ゆるい内反りの横断面や上下方向に

もやや内反り気味である点などを加味すると、鋳造品の体部破片の可能性が強い。色調は鉄部分は

黒褐色。部分的に赤褐色の錆が広がる。端部に鉄表面の黒錆化した部分が認められ、 0.2mm程の気

孔が若干見られる点も鋳造品を窺わせる。 55は金属分の非常に多く残す鉄塊である。

口

一｀□-三---` ニ 46 ~ 47 

-

45
:

[
 

：
ロ
ロ

□口
□49 

:

[

 

ロ
ー 信言ら—

畠

~ 52 

□
0
 

ー ~ - ~
| 

ご 54

5cm 10cm 

第264図 第 7鋳造遺構群出土遺物(4)
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番号 遺物種類 長さ 幅 厚さ 重さ 他 の 測 値 備 考 分 類

16 梵鐘 3.0 5.6 2.3 50 S SK 1 No.88 鋳型

17 梵鐘笠形 3 6 2.5 2.4 24 Q-14-i-6 鋳型

18 梵鐘 2 9 5 3 2.3 40 S SK 1 No.99 鋳型

19 梵鐘 2.6 3 2 1. 9 26 Q-14-i-6 鋳型

20 梵鐘 2.1 3.5 0.9 10 横帯幅0.5 鋳型

21 梵鐘合わせ 3.2 4.8 2.8 132 SSKl 鋳型

22 梵鐘 2.3 4 5 1.1 10 横帯幅0.5 S SK 1 No.82 鋳型

23 梵鐘笠形 6.1 7.5 1.1 94 S SK 1 No.141 鋳型

24 梵鐘笠形 4.8 5.3 2.7 75 SSKl 鋳型

25 梵鐘 5.0 7.1 2.0 47 S SK 1 No.28 鋳型

26 梵鐘 6.4 9 3 3.7 255 Q-14-i -8 鋳型

27 梵鐘横帯 6.1 6 0 1.5 48 S SK 1 No.161 鋳型

28 梵鐘 5.2 7.1 2.1 73 SSKl 鋳型

29 梵鐘 4.9 5.1 1.8 58 SSKl 鋳型

30 梵鐘 3.7 4.0 2.5 69 Q-14-i-8 鋳型

31 梵鐘 6.0 5.7 2.2 69 S SK 1 No.150 鋳型

32 梵鐘 7.5 5.5 1.3 55 S SK 1 No.142 鋳型

33 梵鐘 4.3 5.8 1. 7 43 S SK 1 No.96 鋳型

34 梵鐘 5.4 7.8 1.3 56 S SK 1 No.132 鋳型

35 梵鐘 4.3 7.8 2.8 115 SSKl 鋳型

36 梵鐘 4.7 8.5 2.1 60 Q-14-i-8 鋳型

37 梵鐘 7.1 6.8 2.8 85 S SK 1 No.85 鋳型

38 梵鐘 6.8 6.3 4.2 380 S SK 1 No.154 鋳型

39 梵鐘 3.9 5.3 4.2 130 S SK 1 No.134 鋳型

40 梵鐘 7.6 7.2 2.0 llO S SK 1 No.156 鋳型

41 梵鐘 9.3 7.1 3.7 460 S SK 1 No.124 鋳型

42 梵鐘 10.1 8.5 4.1 57 S SK 1 No.139 鋳型

43 梵鐘 9.5 10.3 2.1 175 SSKl 鋳型

44 梵鐘撞座 3.5 3.6 1.9 20 Q-14-i-8 鋳型

45 獣脚 3.5 2.5 2.1 15 Q-14-m-9 鋳型

46 鉄塊系遺物 2.9 3.4 0.6 10.3 SSKl 分析資料No.31 塊 l

47 鉄塊系遺物 2.4 4.0 1.1 9.7 SSKl 塊 2

48 鉄塊系遺物 3.9 3.2 1.0 12 4 塊 2

49 鉄塊系遺物 3.3 3.2 1.6 24.1 分析資料No.32 塊 2

50 鉄塊系遺物 4.0 4.2 1.2 22 0 塊 2

51 鉄塊系遺物 3.5 4.0 1. 7 22.6 塊 2

52 鉄塊系遺物 1.5 3.4 1.2 3.1 SSKl 塊 2

53 鉄塊系遺物 3.3 2.4 2.3 35 SSKl 塊 1

54 鉄塊系遺物 1. 9 0.9 0.3 3.4 Q-14-i -4 塊 1

55 鉄塊系遺物 6.8 10.0 2.0 149.4 SSKl 塊 1

第29表 第7鋳造遺構群一覧表

新 番 方ロ 旧 番 号 位 置 形 ム慇ヒ 長 軸 短軸 深さ 主 軸方 向

SS-07 SSKOl SS-07 SKOl Q-14-m 隅丸長方形 4.40 3.80 0.56 N-5° -W 

第1号炉 1号炉 R-14-a 円形 0.93 0.06 

第2号炉 2号炉 R-14-a 円形 0.67 0.25 

第3号炉 3号炉 Q-14-m 楕円形 1.27 0.90 0.07 

第 1号廃滓 第2廃滓 Q-14-m 
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d 第 8鋳造遺構群

本群は第 3区の中央部分にあたり東側第 1斜面の肩部に位置する。遺構は台地の平坦部を竪穴状

に切り込んで北壁から西・南壁を作り出し作業面は整地し、東側は壁を持たず地山と同じ高さで続

く第 4号鋳造土壊を形成している。この鋳造土塙内に第 3号鋳造土塙を検出し、また、前面にあた

る東の斜面部分には梵鐘鋳造土壊と考えられる第 1号鋳造土塙を検出した。周辺には、東側に第 5

鋳造遺構群が、また、南側には第 6鋳造遺構群が検出され、北側には第 9鋳造遺構群が検出された。

本群は第 1~4号鋳造土壇、第 1• 2号炉、焼土塊集中区、炉体 1号、円形還元状遺構、そして、

第 4号鋳造土塙内で検出した第 1~21号廃滓である。

出土遺物は鉄塊、炉壁、銅滓、鉄滓、木炭、白色滓、石、鋳型、土器、羽口の鋳造遺物を検出し

た。特に鋳型は41111gを計量し、梵鐘鋳型が圧倒的に多く出土した。このことは、本遺構群が梵

鐘鋳造に関わっていたことを示唆している。

遺構

第 1号鋳造土壊（第267図）

東側の第一斜面部にあたる。東側には第 5鋳造遺構群、南側には第 6鋳造遺構群が存在する。土

塙は鉄塊、炉壁、銅滓、鉄滓、木炭、白色滓、石、鋳型、土器、羽口を含む赤褐色の焼土砂粒子層

に覆われていた。特に、緑青の吹いた銅の微粒子が焼土砂粒の中に多く混じって検出された。本土

塙はこの第 2• 3 • 4層の堆積層に覆われ平面形態の検出は当初できなかった。これらの層を順次

取り除き遺物を lmメッシュの小グリッドで取上げ徐々に掘り下げた。主だった遺物は出土位置

および出土の高さを記録した。第 5層に達したところで土壊の形態を掴むことができた。このため、

最初に設定した断面観察用のベルトは土塙の対角線上の断面観察を余儀なくされた。第 5層中から

も多くの鋳造遺物を検出したが、なかでも梵鐘鋳型片を多く出土した。

形態は方形をしており西側にテラスをもつ。掘り込みは深く地山の砂利混じりのローム層を抜い

て礫混じりの砂利層を掘り込んでいる。底面は中央部が最も深く壁際は僅かに立ち上がる。また、

北壁側は 1段のテラスを、南壁側は 2段のテラスをもつ。規模は南北3.210m、東西3.43mにテラ

ス部分が0.64m、深さは最も深いところで1.00mである。

本遺構は梵鐘鋳造鋳込み土塙と考えられる。掘り込みが深く、周辺からは梵鐘鋳型や中子砂と考

えられる焼土砂が多く検出していることから、おそらく梵鐘鋳型の型ばらしまで本土壊内において

行われたものと推測できる。しかも、この規模の土壊からすれば大型の梵鐘が鋳込まれたと考えら

れ、鋳型製作における作業場としては整地作業面をもつ第 4号鋳造土塙が想定される。

出土遺物は、鉄塊、炉壁、銅滓、鉄滓、木炭、白色滓、石、鋳型、土器、羽口等の鋳造遺物を多

く検出した。中でも土塙内からは鋳型は第282図～283図の44~81(48~50は除く）に見られるように

梵鐘鋳型が主体を占める。また、 上層のグリッド出土鋳型には仏具の容器や獣脚、磐の鋳型を検出

した。
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第265図 第 8鋳造遺構群全体図（1)
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1 暗褐色土焼土粒子、炭化物、廃滓を多足含み、

やや砂質でハード。

2 暗褐色土 焼土粒子、炭化物、ローム粒子を少

函含み、やや砂質でハード。

3 黒褐色土 炭化物を多凪、焼土粒子を微砒、廃

滓をまばらに含み砂質。

4 黒褐色土 砂質ロームのプロックを疎らに含む。

5 暗褐色土 砂質ロームを多砧含む。

6 黒褐色土 炭化物、焼土粒子を少蚊含み、非常

に砂質。

7 暗褐色土粒子の粗い砂質ロームを多屈含む。

8 黒褐色土 ロームプロックを少足含み、やや粘

性があり、砂質。

9 黒褐色土廃滓、炭化物を多足含む。

10 黒褐色土 焼土・ロ ーム粒子を微絨含む。

11 黒褐色土 廃滓、炭化物多足含み、ややハード。

12 黒褐色土 廃滓を少祉、ローム粒子を微虻含む。

13 黒色土砂を少磁含む。

14 暗褐色土 焼土・ローム粒子、炭化物を少祉含

み、やや砂質でハード。

15 黒褐色土非常に砂質。

16 黒褐色土 焼砂を多益、炭化物を少茄含む。非

常に砂質。

17 暗褐色土 粘土、焼土粒子を少祉含む。

18 暗褐色土 焼土粒子を少足含み、砂質でハード。

19 暗褐色土 廃滓、焼土粒子を少益含む。

20 暗褐色土 焼土粒子、炭化物を少足含む。

21 黒褐色土 鋳型片、焼土粒子、炭化物少足含む。

22 黒褐色土 廃滓、焼土粒子を多足含む。

23 黒褐色土 焼土粒子、炭化物を少足含む。

24 暗褐色土 細礫、鉱滓、焼土 ・炭化粒子を多凪

含み、砂質が強い。

25 黒褐色土 炭化粒子を多屈含み、砂質土、礫を

少凪含む。

26 暗黄褐色土 焼砂、焼土 ・炭化粒子を少址含む。

砂質。

27 黒褐色土 炭化粒子を含む。

28 暗褐色土 細礫、焼土粒子、鉱滓やや多く含む。

29 黒褐色土 細礫を多屈、炭化粒子を少元含む。

30 暗黄褐色土 粘性が強く、礫を含む。（地山）

31 黒褐色土 炭化物、焼土粒子を含み、やや砂質。

（炉壁廃棄壊）

32 黒褐色土 炭化物、焼土粒子を微足含む。しま

りゆるい。

33 黒褐色土 焼土粒子、炭化物をまばらに含む。

非常に砂質。

34 暗褐色土焼砂を多品含む。

35 黒褐色土 炭化物、焼土粒子を含み、やや砂質。

36 黒褐色土 砂質でやや粘性がある。

37 黒褐色土 炭化物を多虹含む。

38 黒色土小砂利を含み、しまりよい。

39 黒褐色土 炭化物、焼土粒子を微虻含み、やや

しまりゆるい。

40 黒褐色土 小砂利を多足、焼土粒子を微足含む。

41 暗褐色土 小砂利、暗茶褐色ロームを含む。

゜
2m 

第266図 第 8鋳造遺構群全体図(2)
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第 2号鋳造土壊 （第268図）

第 8鋳造遺構群内の南側に位置する。形態は浅い円形をし、径0.67m、深さ10cmである。断面観

察によると覆土は炭化物を多量に含む第 1層が存在し遺構の性格を特徴づけている。

出土遺物は炉壁と滓を少量検出した。

第 3号鋳造土墳 （第268図）

本土塙は第 8鋳造遺構群の中心的な竪穴遺構である第 4号鋳造土塙内の整地作業面に検出された。

第 4号土塙のほぽ中央にあたり形態は不整楕円形である。規模は長軸1.95m、0.83m、深さは整地

面から10cmと浅い掘り込みをもつ土塙である。土墳は地山の砂利層を掘り込みこのため底面はほぽ

平坦ではあるが全体が砂利である。断面観察によると覆土は焼砂・炭化物・焼土塊を含む赤褐色土

で覆われ、部分的に焼土が堆積し地山の砂利は被熱され赤く焼けていた。また、土塙中央やや北寄

りには凹みをもちこの部分からは焼土粒子・炭化物に混じって滓を検出した。

出土遺物は鉄塊．炉壁・鉄滓の溶解及び廃滓遺物の割合が多く、鋳型の検出は見られない。

このことから、遺構の状態と考え合わせると溶解の関連遺構か或いは梵鐘鋳型等の型焼き炉とし

た施設の可能性が考えられる。

第 4号鋳造土壊（第265図）

本土塙は第 8鋳造遺構群の中心的施設である。同時に、東側緩斜面における梵鐘を初めとする仏

具鋳造の中心的施設とも考えられる。本土塙内から検出された遺物は非常に多く、特に覆土中の遺

物は二次的な廃滓が認められそれぞれの単位を第 1号廃滓～第21号廃滓として捉え処理した。また、

第 1• 2号炉および焼土塊集中区、炉体 1号もこの第 4鋳造土塙内に存在する。

第 4号鋳造土塙は、覆土中に多くの廃滓層をもち、焼土層も確認された。このため、土層の堆積

はかなり細かく認められ、西側の台地側から東側の斜面方向に堆積している。形態は、台地の東側

緩斜面を竪穴状遺構に掘り込み北側から西及び南側にわたって壁をもち東側は掘り込み底面が地山

と同じ高さであるため壁はなく開放されている。いずれの壁もほぼ直立気味に立ち上がっている。

西側に「コ」の字状の張り出しをもっている。底面の状態はほぼ平坦に整地されている。断面観察に

よる第 6層は掘り方の埋土と考えられ、地山の砂礫層を全体に覆った整地層と考えられる。土塙の

掘り方は第 1鋳造遺構群の第 1鋳造土塙に見られたように幅18~43cm、深さ 5~16cmの溝が「L」字

状に掘られていた。溝の方向は規則的で鋳造土塙の方向に沿っており、何れも東側の壁をもたない

開放された斜面側に排水口をもっている。これらの溝は地山が砂礫層にもかかわらず作られている

点で本土塙が防湿設備を必要とした作業場であったことが窺える。

円形還元状遺構 （第268図）

第 1鋳造土塙の西側にあたる。形態は円形のドーナツ状をした遺構と推定される。調査において

は半円のみ残存し検出できた。上面は平坦で青灰色をした還元状態である。幅20cm前後、推定直径

は1.10mである。
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